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市
内
の
花
め
ぐ
り
を
し
て
み
ま
せ
ん
か

花
の
名
所
と
上
田
城
千
本
桜
ま
つ
り

今
月
は「
桜
に
関
連
す
る
特
集
」と
し
て
、
市
民
の
皆
さ
ん
に
10
周
年
を
迎
え
る「
２
０
１
３
上
田
城
千
本
桜
ま
つ
り
」や
、
市
内
の
花
の
名
所
を
訪
れ
て
い
た
だ
く
た
め
、

３
月
１
日
号
で
掲
載
で
き
な
か
っ
た
上
田
城
千
本
桜
ま
つ
り
の
注
目
イ
ベ
ン
ト
の
詳
細
と
、
各
地
域
の
花
の
名
所
に
つ
い
て
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

上
田
市

花
の
名
所
め
ぐ
り

市
内
に
は
、こ
の
シ
ー
ズ
ン
か
ら
楽
し
め
る
お
花
見

ス
ポ
ッ
ト
が
満
載
で
す
。

季
節
の
花
々
に
よ
る
華
や
か
な
お
も
て
な
し
を
、

ぜ
ひ
お
楽
し
み
く
だ
さ
い
。

❺依田川の桜堤防［４月中旬～下旬］
依田川の堤防沿いに、まるで桜のトンネル
のような並木道が500ｍ続きます。近くの
丸子公園も、毎年多くの花見客が訪れる桜
の名所として有名です。
　  産業観光課　TEL42・1048

❹宝
ほ う

蔵
ぞ う

寺
じ

 岩
い わ

谷
や

堂
ど う

の桜［４月中旬～下旬］
木曽義仲の戦勝祈願の地として知られる山
寺。樹齢800年を越える義

よし

仲
なか

桜
さくら

が、夜は美
しくライトアップされます。
　  産業観光課　TEL42・1048

❸長
ちょう

谷
こ く

寺
じ

のしだれ桜［４月下旬～５月上旬］
真田幸隆が開山した真田氏の菩

ぼ

提
だい

寺
じ

。六文
銭が刻まれた石門と、これを覆

おお

うように咲
くしだれ桜が見どころです。
　  産業観光課　TEL72・2204

❷信
し ん

綱
こ う

寺
じ

の桜［４月中旬～下旬］
真田氏ゆかりの古

こ

刹
さつ

。本堂手前の黒門周辺
が満開の桜に彩られ、圧巻です。
　  産業観光課　TEL72・2204

❼信
し ん

廣
こ う

寺
じ

のしだれ桜
［４月下旬～５月上旬］

植樹から120年といわれる
一本桜。地元では珍しい大
木で、人の目の高さで測っ
た幹周りは約３ｍ、樹高は
約15ｍを誇ります。
　  産業観光課
　　TEL85・2828

❻別所温泉駅の桜
［４月下旬］

上田駅から上田電鉄別所
線で約30分。終点の別所
温泉駅は絶好の花見ポイ
ント。レトロな駅舎も必
見です。
　  観光課
　　TEL23・5408

❶上田城跡公園の千本桜
［４月中旬～下旬］

信州上田を代表する桜の名所。約千本の桜
が公園内に咲き乱れ、訪れる人々を魅了し
ます。
　  観光課　TEL23・5408

別所線存続支援キャラクター
北条まどか
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上信越自動車道

❾信州国際音楽村のラベンダー
［６月下旬～７月中旬］

絶頂期には、畑いっぱいにラベンダーの香
りがただよい気分爽

そう

快
かい

です。毎年ラベン
ダー祭りも開催されます。

　㈶信州国際音楽村　TEL42・3436

❾信州国際音楽村のすいせん
［３月下旬～４月中旬］

約10万株のすいせんが一斉に花開き、
周囲を鮮やかに染めあげます。４月21
日㈰まですいせん祭りも開催。
　㈶信州国際音楽村　TEL42・3436

10前
ぜ ん

山
さ ん

寺
じ

の藤
［５月中旬］

国の重要文化財に指
定された三重塔が、
藤や牡

ぼ

丹
たん

など季節の
花々で華やかに飾ら
れます。
　前山寺
　　TEL38・2855
藤のその他の見所
信濃国分寺史跡公園

12余
よ

里
り

の一
い ち

里
り

花
は な

桃
も も

［４月下旬～５月上旬］

武石余里地区で約４kmにわたり、2000本
もの花桃が可憐な花を咲かせます。

　  産業観光課　TEL85・2828

11独
と っ

鈷
こ

山
さ ん

麓
ろ く

の千本桜［４月中旬～下旬］
山の新緑と桜色の美しいコントラストが楽
しめます。
　  産業観光課　TEL42・1048

❽真
さ な

田
だ

氏
し

館
やかた

跡
あ と

のツツジ
［５月中旬～６月上旬］

上田城築城以前の真田氏の本拠
地。現在は公園として整備され、
約600株のヤマツツジが園内に
咲き誇ります。
　  産業観光課
　　TEL72・2204
ツツジのその他の見所
上田藩主居館跡（現上田高等学校）、
別所温泉（臨

りん

泉
せん

楼
ろう

、柏屋別荘など）

❶

❷
❸
❽

❾

❺
❹

11

❼

12

❻

10
宝蔵寺　岩谷堂の桜

依田川の桜堤防

独鈷山麓の千本桜

信綱寺の桜

信廣寺のしだれ桜

別所温泉駅の桜

長谷寺の
しだれ桜

信州国際音楽村の
すいせん・ラベンダー

余里の一里花桃

真田氏館跡のツツジ

前山寺の藤

上田城跡公園の千本桜
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出演予定者  さくらゆき／ミニライブ
 小栗さくらと遠野ゆきのユニット「さくらゆき」が、歴史と音楽を

融合させ、美しい歌声を会場に響かせます。
 三代目コロムビア・ローズ／ミニライブ
 信州上田が舞台の大人のラブストーリー「城下町ブルース」をはじ

め、情緒豊かなレパートリーから、選りすぐりの名曲を歌い上げ
ます！

 佐久間レイ、佐田詠夢、宇井孝司／
　　　　　「声とピアノとアニメーションの三

ト

重
リ

奏
オ

」
 佐久間レイ（歌と語り）、佐田詠

え

夢
む

（ピアノ）、宇
う

井
い

孝
たか

司
し

（映像演出）
の３人（トリオ）が、歌、キャラクターの声、語り「いつか見る景色」
などを、映像演出とともにお送りします。

 TSUKEMEN／映像メッセージ
 上田城千本桜まつりとともに、着実に活動の幅を広げてきた

TSUKEMENから、映像で信州上田に対するメッセージをいただき
ます！

◆
信
州
上
田
お
も
て
な
し
武
将
隊

　

｢

真
田
幸
村
と
十
勇
士｣

　

ス
テ
ー
ジ
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス

　

信
州
上
田
お
も
て
な
し
武
将
隊
、
北
陸
新
幹
線
沿

線
、
東
日
本
の
関
連
都
市
の
武
将
隊
に
よ
る
ス
テ
ー

ジ
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
! !

●
日
時　

４
月
20
日
㈯
正
午
〜
午
後
２
時

●
場
所　

上
田
城
跡
公
園
芝
生
広
場

●
出
演
者　

信
州
上
田
お
も
て
な
し
武
将
隊
、
金
澤

百
万
石ご
く

武
将
隊
、
白し
ろ

石い
し

戦
國
武
将
隊
、
越
後
上
越

上
杉
お
も
て
な
し
武
将
隊

◆
ま
つ
り
フ
ィ
ナ
ー
レ
・

　

上
田
城
太
鼓
ま
つ
り

　
〈
全
国
ジ
ュ
ニ
ア
打
ち
手
集
結
〉

　

市
内
の
和
太
鼓
団
体
に
加
え
、
姉
妹
都
市
、
北
陸

新
幹
線
延
伸
関
係
都
市
、
真
田
氏
ゆ
か
り
の
市
町
村

を
中
心
と
し
た
全
国
ジ
ュ
ニ
ア
チ
ー
ム（
18
歳
以
下
）

に
よ
る
太
鼓
演
奏
を
披
露
し
ま
す
。

●
日
時　

４
月
21
日
㈰

　

午
前
９
時
〜
午
後
４
時
30
分（
※
小
雨
決
行
）

●
場
所　

上
田
城
跡
公
園
芝
生
広
場

●
出
演
団
体　

市
内
11
太
鼓
団
体
、
和
太
鼓
倶
楽
部

「
螢ほ
た
る

」（
宮
城
県
白
石
市
）、
二ふ
た

荒あ
ら

太
鼓（
群
馬
県
沼

田
市
）、
謙け
ん

信し
ん

流り
ゅ
う

陣じ
ん

太
鼓（
新
潟
県
上
越
市
）、
手て

取ど
り

亢こ
う

龍り
ゅ
う

太だ
い

鼓こ

若わ
か

鮎あ
ゆ

組く
み（
石
川
県
川
北
町
）、
紀
州
九

度
山
真
田
太
鼓（
和
歌
山
県
九
度
山
町
）、
豊
岡
こ

う
の
と
り
太
鼓（
兵
庫
県
豊
岡
市
）

10周年記念イベント

アーティスト夜桜スペシャルライブ
～｢夜桜｣と｢上田城｣との共演～

［日時］４月14日㈰午後４時開演（開場午後３時30分）
［場所］上田市民会館（入場無料）

さくらゆき

佐久間レイ

三代目コロムビア・ローズ

佐田詠夢

金澤百万石武将隊

白石戦國武将隊

越後上越上杉おもてなし武将隊

※当日ご来場の方に
は、｢上田城千本
桜まつり×初音
ミク｣コラボ限定
グッズ（数量限定）
を差し上げます。
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◆
千
本
桜
ラ
イ
ト
ア
ッ
プ

　

世
界
的
照
明
デ
ザ
イ
ナ
ー
・
石
井
幹も
と

子こ

氏
の
プ
ロ

デ
ュ
ー
ス
に
よ
る
ラ
イ
ト
ア
ッ
プ
で
す
。
夜
空
に
浮
か

び
上
が
る
桜
の
幻
想
的
な
世
界
を
ご
堪た
ん

能の
う

く
だ
さ
い
。

●
日
時　

４
月
５
日
㈮
〜
21
日
㈰

　

日
没（
午
後
６
時
30
分
頃
）〜
午
後
10
時

　
（
開
花
状
況
に
よ
り
変
更
の
場
合
あ
り
）

●
場
所　

上
田
城
跡
公
園（
二
の
丸
橋
、
堀
周
辺
、

け
や
き
並
木
遊
歩
道
、
東ひ
が
し

虎こ

口ぐ
ち

櫓や
ぐ
ら

門
ほ
か
）

◆
櫓
門
へ
導
く
灯と

も
し

火び

の
景え

　

Ｌ
Ｅ
Ｄ
灯
火
ラ
イ
ト
で
二
の
丸
橋
入
口
、
東
虎
口

櫓
門
を
、
幻
想
的
で
美
し
い
灯
火
の
景
で
演
出
し
千

本
桜
ま
つ
り
に
彩
り
を
添
え
ま
す
。

　

行あ
ん

灯ど
ん

に
灯
し
た
震
災
復
興
支
援
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
も

ぜ
ひ
ご
覧
く
だ
さ
い
。

●
日
時　

４
月
６
日
㈯
・
13
日
㈯
・
14
日
㈰
・
20
日

㈯
、
日
没（
午
後
６
時
30
分
頃
）〜
午
後
９
時
30
分

●
場
所　

上
田
城
跡
公
園（
二
の
丸
橋
、
東
虎
口
櫓

門
）

　日本で最も注目を集めているバーチャルシンガー｢初音ミク｣が上田城千本桜とコラボ
でライブ！

［日時］４月20日㈯午後３時～７時　［場所］上田城跡公園芝生広場
※楽曲「千本桜」を中心とした
地元のパフォーマーたちに
よる演奏、歌唱、ダンスの
ステージを開催！インター
ネット上では、上田城千本
桜のPVも公開予定！詳し
くは上田城千本桜まつり公
式ホームページ（右上）でご
覧ください。

　桜と上田城をテーマに、話題性のあるアーティストを招いた野外ライブを開催し、上田城千本
桜まつりを華やかに彩ります。

［日時］4月14日㈰正午～午後３時　［場所］上田城跡公園芝生広場
［出演者］
●オトメ☆コーポレーション
　長野の大地で育った天然少女「農業部・なるみ」、冷静沈着ドジキャラ「秘書室・ゆうこ」、細か
い事から数字まで！「経理部・ひかり」の３名のユニット。

　オトメヂカラで地方が元気になるように、まじめに一生懸命を武器に、笑顔で活躍中！
●KIRA☆GIRL
　福島県喜多方市を中心に活動する、ご当地アイドルユニット。11人の元気な女の子たちが、
信州上田に、全国に笑顔を届けます!!

●こてつ
　吉本興業所属のお笑いコンビ。全国47都道府県にて行なわれている「あなたの街に“住みます”
プロジェクト」において、長野県“住みます”芸人を務めている注目のコンビ。

●あっぷる学園応援部
　長野県を元気に！信州から元気発信！県内の地域をPRし、長野県を代表するアイドルとして
信州の魅力を皆様にPRします！

アーティスト野外ライブ～「桜」と「上田城」との共演～

「上田城」×「初音ミク」～千本桜でお花見ライブ!!～

http://www.uedajo-senbonzakura.jp/

初音ミクについて詳しくは下記のURLをチェック！
http://www.crypton.co.jp/miku

Illustration by KEI

C WhiteFlame/一斗まる
C Crypton Future Media, INC.  www.piapro.net

協力：アスキー・メディアワークス

オトメ☆コーポレーション

KIRA☆GIRL

こてつ

あっぷる学園応援部

●問い合わせ／信州上田まつり実行委員会（  観光課内）　TEL23･5408
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◆春の信州上田うまいもん大集合!!
日　時 　４月13日㈯、14日㈰、20日㈯、21日㈰
 午前10時～午後３時
場　所 　上田城跡公園芝生広場
出展予定者 　イトーヨーカドー上田店、㈲岩田屋旅館 一貫茶屋、

上田からあげセンター、エスニックダイニング バッ
カニア、隠れ家 えん、キッチンぷちらぱん、食酒
屋 るり家、shokki café TEN（コラボ食堂）、信州ラー
メン四天王、ダイニングカフェ アニバーサリー、
手羽先番長 とりDiningSEASON、みみずくや、Mira 
Crepe、麺’sどりあん、㈲リチェルカ（五十音順）

◆観光物産展
　30店以上が参加し、上田地域の地場産品を数多く取りそろえ、賑やかに販
売します。13日㈯・14日㈰・20日㈯・21日㈰は、姉妹都市などの関連都市の
名産品・特産品も販売します。
●上田市民会館駐車場
日　時 　４月５日㈮～21日㈰午前10時～午後４時
●上田城跡公園芝生広場
日　時 　４月５日㈮～21日㈰午前10時～午後８時
 　（５日㈮～11日㈭は午後４時まで）

◆千本桜まつりスイーツフェア
　｢さくら｣をイメージした市内のお店のオリジナル・スイーツが
大集合!!   期間限定のスイーツフェアにぜひお越しください。
日　時 　４月５日㈮～５月６日（月・振休）
　　　　　午前９時30分～午後８時
　　　　　（４月22日㈪～５月６日（月・振休）は午後６時まで）
場　所 　上田市観光会館売店

◆夜桜と食のイベント～美味だれの酒場～
　上田の名物として認知度が急上昇している｢美

お

味
い

だれ焼き
鳥｣を始めとする、美味だれ料理を屋台でお楽しみください。
日　時 　４月12日㈮～21日㈰午後５時～８時
場　所 　上田城跡公園芝生広場
出展予定者 　上田からあげセンター、エスニックダイニング 

バッカニア、キッチンぷちらぱん、手羽先番長 
とりDiningSEASON、Mira Crepe（五十音順）

●問い合わせ／信州上田まつり実行委員会（  観光課内）　TEL23･5408 6



※上田市中央商店街の駐車券サービス店では、ご
利用に応じて共通駐車券を差し上げています。

※営業時間と共通駐車券使用可能時間が異なる駐
車場もありますので、ご了承ください。

※料金等詳細については各駐車場でご確認ください。
※上田市民会館の駐車場はイベント会場のため使
用できません（4/3㈬～4/22㈪まで）。

※18～25の臨時駐車場は大変混雑しますので、で
きるだけ26「南部クリーンパーク」か上田市共通
駐車券契約駐車場をご利用ください。

●無料シャトルバスを
　ご利用ください。

7



市長施政方針　（要旨）

平
成
25
年　

３
月
市
議
会
定
例
会　

市
長
施
政
方
針　
（
要
旨
）

「
生
活
快
適
都
市
」「
健
康
元
気
都
市
」

「
文
化
の
薫
る 

創
造
都
市
」の

実
現
に
向
け
て
邁ま

い

進
し
て
ま
い
り
ま
す
。

◆
は
じ
め
に

　

昨
年
末
、
国
政
に
お
い
て
は
安

倍
新
政
権
が
発
足
し
ま
し
た
。

　

市
で
は
、
国
が
緊
急
経
済
対
策

と
し
て
編
成
し
た
大
型
の
補
正
予

算
に
呼
応
し
、
地
域
経
済
の
活
性

化
に
資
す
る
機
動
的
な
対
応
を

図
っ
て
ま
い
り
ま
す
。

　

新
政
権
に
は
、
真
の
分
権
型
社

会
実
現
に
向
け
、
地
方
を
重
視
し

た
政
策
の
推
進
に
期
待
す
る
も
の

で
あ
り
ま
す
。

◆
防
災
対
策

　

被
害
を
最
小
限
に
と
ど
め
る

「
減
災
」を
基
本
に
、
情
報
収
集
体

制
の
充
実
や
公
共
施
設
の
耐
震
化

促
進
を
図
る
と
と
も
に
、
地
域
防

災
に
重
要
な
役
割
を
果
た
す
自
主

防
災
組
織
の
災
害
対
応
力
強
化
や

消
防
団
の
活
動
環
境
整
備
に
努

め
、
災
害
に
強
い
ま
ち
づ
く
り
を

推
進
し
て
ま
い
り
ま
す
。

◆
地
域
医
療
の
再
生

　

救
急
医
療
と
周
産
期
医
療
を
中

心
と
す
る
医
療
体
制
整
備
に
取
り

組
む「
上
小
医
療
圏
地
域
医
療
再

生
計
画
」が
最
終
年
度
を
迎
え
ま

す
。
引
き
続
き
、
計
画
の
目
標
達

成
に
向
け
た
取
組
を
推
進
す
る
と

と
も
に
、
計
画
期
間
終
了
後
も
地

域
の
安
定
的
な
医
療
体
制
が
確
保

さ
れ
る
よ
う
、
関
係
機
関
と
連
携

し
、
ポ
ス
ト
医
療
再
生
計
画
と
し

て
必
要
な
事
業
を
検
討
す
る
な

ど
、
将
来
に
わ
た
っ
て
安
心
な
暮

ら
し
を
支
え
る
地
域
医
療
の
構
築

に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

　
「
上
田
市
内
科
・
小
児
科
初
期

救
急
セ
ン
タ
ー
」で
は
、
市
民
の

皆
様
か
ら
休
日
診
療
を
望
む
多
く

の
声
が
寄
せ
ら
れ
て
い
る
こ
と
を

受
け
、
こ
の
４
月
か
ら
、
こ
れ
ま

で
の
平
日
・
土
曜
の
夜
間
に
加
え
、

日
曜
・
祝
日
の
夜
間
に
も
診
療
を

実
施
し
て
ま
い
り
ま
す
。

◆
広
域
連
合

　
「
資
源
循
環
型
施
設
」の
建
設

　

昨
年
６
月
に
広
域
連
合
か
ら
施

設
建
設
候
補
地
と
し
て
示
さ
れ

た
、
市
内
２
か
所
の
応
募
地
と
、

し
尿
処
理
施
設「
清
浄
園
」敷
地
の

一
体
的
土
地
利
用
と
い
う
新
た
な

提
案
に
関
し
て
、昨
年
11
月
以
降
、

関
係
地
区
か
ら
順
次
、
広
域
連
合

と
の
共
催
に
よ
る
説
明
会
を
実
施

し
て
ま
い
り
ま
し
た
。
説
明
会
で

は
、
施
設
の
必
要
性
や
、
こ
の
地

域
に
住
む
私
た
ち
自
ら
が
、
い
ま

解
決
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
課
題

で
あ
る
こ
と
な
ど
を
申
し
上
げ
、

前
向
き
な
ご
意
見
も
い
た
だ
き
ま

し
た
。
市
と
し
て
も
本
年
最
大
の

テ
ー
マ
と
し
て
位
置
付
け
、
早
期

の
施
設
建
設
に
向
け
て
最
大
限
努

力
し
て
ま
い
り
ま
す
。

◆
交
流
・
文
化
施
設
の
整
備

　

昨
年
８
月
の
着
工
以
降
、
建
設

工
事
が
進
む
中
、
現
場
仮
囲
い
壁

面
を
利
用
し
た
高
校
美
術
部
員
や

園
児
に
よ
る
絵
画
作
品
の
展
示
の

ほ
か
、
高
校
生
対
象
の
現
場
見
学

会
な
ど
、
次
世
代
を
担
う
子
ど
も

た
ち
の
育
成
の
場
と
し
て
の
取
組

も
順
次
進
め
て
お
り
ま
す
。
今
後

も
、
開
館
に
向
け
た
準
備
を
着
実

に
進
め
る
と
と
も
に
、
魅
力
あ
る

「
プ
レ
事
業
」を
通
し
て
、
市
民
の

皆
様
と
と
も
に
開
館
へ
の
期
待
を

膨
ら
ま
せ
て
ま
い
り
ま
す
。

◆
平
成
25
年
度
の

　

市
政
経
営
に
向
け
て

　

私
が
市
民
の
皆
様
か
ら
新
市
２

期
目
の
市
政
経
営
の
負
託
を
い
た

だ
き
３
年
が
経
過
し
よ
う
と
し
て

お
り
ま
す
。
こ
れ
ま
で
挑
戦
し
続

け
て
き
た
取
組
も
、
そ
の
多
く
が

具
体
的
な
成
果
と
な
っ
て
現
れ
つ

つ
あ
り
ま
す
が
、
ま
だ
ま
だ
山
積

す
る
課
題
を
乗
り
越
え
、
将
来
ビ

ジ
ョ
ン
の
実
現
に
向
け
て
邁ま
い

進
す

る
決
意
を
新
た
に
す
る
と
こ
ろ
で

あ
り
ま
す
。

　

新
年
度
の
市
政
経
営
に
臨
む
所

信
の
一
端
と
し
て
、
私
の
マ
ニ

フ
ェ
ス
ト
に
掲
げ
た
３
つ
の
将
来

都
市
像
に
沿
い
、
重
点
施
策
と
し

て
取
り
組
む
項
目
に
つ
い
て
申
し

上
げ
ま
す
。

『
生
活
快
適
都
市
』

○
地
域
が
健
康
で
元
気
な
ま
ち
創
り

　

地
域
内
分
権
第
４
ス
テ
ー
ジ
の

２
年
目
と
し
て
、
地
域
の
皆
様
と

行
政
と
が
共
に
地
域
課
題
の
解
決

や
住
民
自
治
組
織
の
あ
り
方
な
ど

を
検
討
す
る「
地
域
経
営
会
議
」の

設
置
を
目
指
し
て
ま
い
り
ま
す
。

ま
た
、「
わ
が
ま
ち
魅
力
ア
ッ
プ

応
援
事
業
」の
充
実
を
図
り
、
地

域
の
特
性
を
活い

か
し
た
ま
ち
づ
く

り
を
進
め
る
と
と
も
に
、
共
同
集

会
施
設
に
お
け
る
耐
震
補
強
工
事

や
太
陽
光
発
電
設
備
設
置
に
対
す

る
補
助
制
度
の
創
設
な
ど
、
自
治

会
の
支
援
に
も
引
き
続
き
取
り
組

ん
で
ま
い
り
ま
す
。

○
安
全
で
安
心
、

　

そ
し
て
快
適
な
ま
ち
創
り

　

再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
利
活

用
は
、
地
球
温
暖
化
防
止
や
エ
ネ

ル
ギ
ー
対
策
、
更
に
は
産
業
の
活

性
化
に
も
繋
が
る
も
の
で
あ
り
、

今
後
も
市
民
・
事
業
者
の
皆
様
と

と
も
に
、
上
田
市
に
相ふ
さ

応わ

し
い
再
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市長施政方針　（要旨）

生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
普
及
拡
大

に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

　

公
共
交
通
機
関
の
維
持
確
保
に

向
け
ま
し
て
は
、
市
内
に
お
け
る

バ
ス
路
線
に
お
い
て
、「
運
賃
低

減
バ
ス
」の
実
証
運
行
を
今
年
10

月
１
日
か
ら
開
始
す
る
予
定
で
あ

り
ま
す
。
高
齢
者
の
外
出
支
援
に

よ
る
健
康
増
進
や
通
学
費
の
負
担

軽
減
に
よ
る
子
育
て
支
援
、
中
心

市
街
地
の
活
性
化
な
ど
、
様
々
な

波
及
効
果
を
期
待
す
る
も
の
で
あ

り
ま
す
。

『
健
康
元
気
都
市
』

○
産
業
が
健
康
で
元
気
な
ま
ち
創
り

　

中
小
企
業
支
援
で
は
、
新
た
に

市
制
度
融
資
に
お
け
る
経
営
支
援

資
金
の
設
備
資
金
に
つ
い
て
利
子

補
給
を
実
施
す
る
と
と
も
に
、
中

小
企
業
金
融
円
滑
化
法
終
了
へ
の

対
応
と
し
て
運
転
資
金
の
利
子
補

給
と
借
り
換
え
要
件
の
緩
和
を
継

続
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　

ま
た
、
雇
用
対
策
と
し
て
、
就

労
・
生
活
相
談
や
再
就
職
に
向
け

た
各
種
セ
ミ
ナ
ー
な
ど
を
実
施
す

る
と
と
も
に
、
専
門
家
の
事
業
所

訪
問
に
よ
る
情
報
提
供
や
情
報
収

集
を
積
極
的
に
行
い
、
迅
速
か
つ

タ
イ
ム
リ
ー
に
施
策
を
講
じ
て
ま

い
り
ま
す
。

　

農
業
で
は
、
国
の
経
営
所
得
安

定
対
策
へ
の
対
応
や「
人
・
農
地

プ
ラ
ン
」の
作
成
に
引
き
続
き
努

め
る
と
と
も
に
、
遊
休
荒
廃
農
地

の
再
生
、
地
産
地
消
の
推
進
に
努

め
る
ほ
か
、
農
業
用
施
設
に
つ
き

ま
し
て
も
、
老
朽
化
対
策
な
ど
に

取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

○
人
が
健
康
で
元
気
な
ま
ち
創
り

　

子
育
て
支
援
で
は
、
新
年
度
か

ら
延
長
保
育
や
一
時
預
か
り
保

育
、
休
日
保
育
な
ど
の
特
別
保
育

事
業
の
料
金
体
系
を
見
直
し
、
子

育
て
に
関
す
る
経
済
的
負
担
の
軽

減
を
図
っ
て
ま
い
り
ま
す
。ま
た
、

神
科
第
一
保
育
園
の
建
替
え
と
、

神
川
第
一
保
育
園
お
よ
び
神
川
第

二
保
育
園
の
統
合
保
育
園
の
整
備

に
つ
き
ま
し
て
は
、
引
き
続
き
地

元
関
係
者
の
皆
様
や
関
係
機
関
と

協
議
を
進
め
、
早
期
建
設
を
目
指

し
て
ま
い
り
ま
す
。

　

障
が
い
者
福
祉
で
は
、「
障
害

者
総
合
支
援
法
」に
基
づ
く
新
た

な
施
策
の
円
滑
な
推
進
に
努
め
、

ま
た
、高
齢
者
福
祉
に
お
い
て
は
、

県
内
19
市
初
の「
介
護
予
防
・
日

常
生
活
支
援
総
合
事
業
」の
実
施

な
ど
を
通
じ
、
地
域
包
括
ケ
ア
シ

ス
テ
ム
の
具
現
化
を
図
っ
て
ま
い

り
ま
す
。

○
上
田
を
支
え
る

　

人
材
が
育
つ
ま
ち
創
り

　

教
育
環
境
の
整
備
と
地
域
ぐ
る

み
の
教
育
を
目
標
に
、
学
校
の
情

報
を
積
極
的
に
お
知
ら
せ
し
、
地

域
の
意
見
を
学
校
運
営
に
反
映
さ

せ
る
な
ど
の「
開
か
れ
た
学
校
づ

く
り
」や
、
一
人
ひ
と
り
の
状
況

に
応
じ
た
相
談
・
支
援
体
制
の
充

実
に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

　

学
校
施
設
で
は
、
屋
内
運
動

場
の
非
構
造
部
材（
天
井
材
、
照

明
器
具
、
窓
ガ
ラ
ス
な
ど
）の
耐

震
化
を
計
画
的
に
進
め
る
と
と
も

に
、
老
朽
化
し
た
施
設
の
整
備
と

し
て
、
第
二
中
学
校
の
校
舎
お
よ

び
屋
内
運
動
場
の
建
設
に
着
手
す

る
ほ
か
、
清
明
小
学
校
の
プ
ー
ル

改
築
を
進
め
て
ま
い
り
ま
す
。

　

火
災
か
ら
半
年
と
な
る
浦
里
小

学
校
で
は
、
教
室
の
改
修
や
特
別

教
室
棟
の
建
設
な
ど
に
全
力
で
取

り
組
ん
で
お
り
ま
す
。
引
き
続

き
、
子
ど
も
た
ち
の
心
の
ケ
ア
に

は
細
心
の
注
意
を
払
っ
て
ま
い
り

ま
す
。

『
文
化
の
薫
る 

創
造
都
市
』

○
賑
わ
い
と
交
流
の
ま
ち
創
り

　
「
上
田
城
千
本
桜
ま
つ
り
」が
今

年
で
第
10
回
の
節
目
の
開
催
と
な

り
、
例
年
に
も
増
し
て
内
容
を
充

実
さ
せ
、
市
民
や
観
光
客
の
皆
様

に
十
分
楽
し
ん
で
い
た
だ
け
る
よ

う
、
お
も
て
な
し
の
心
と
魅
力
あ

る
イ
ベ
ン
ト
で
ま
つ
り
を
盛
り
上

げ
て
ま
い
り
ま
す
。

　

ま
た
、
何
度
で
も
訪
れ
て
い
た

だ
け
る「
上
田
フ
ァ
ン
」の
拡
大
に

向
け
た
取
組
と
し
て
、「
真
田
三

代
の
郷　

信
州
上
田
」の
Ｐ
Ｒ
を

目
的
と
し
た
上
田
・
東
京
間
の
高

速
バ
ス
路
線
で
の
ラ
ッ
ピ
ン
グ
バ

ス
の
運
行
や
、「
信
州
上
田
お
も

て
な
し
武
将
隊
」に
よ
る
全
国
へ

の
観
光
Ｐ
Ｒ
な
ど
に
取
り
組
み
、

誘
客
活
動
を
積
極
的
に
展
開
し
て

ま
い
り
ま
す
。

◆
マ
ネ
ー
ジ
メ
ン
ト

　

〜
市
民
満
足
度
の
高
い
行
政

　
　

経
営
の
実
現
〜

　

２
回
目
の
実
施
と
な
る「
市
民

に
よ
る
事
業
評
価
」に
つ
き
ま
し

て
は
、３
つ
の
テ
ー
マ
を
設
定
し
、

２
月
12
日
に
審
議
を
開
始
い
た
し

ま
し
た
。
行
政
サ
ー
ビ
ス
の
良
い

点
、
見
直
す
点
な
ど
の
評
価
と
と

も
に
目
指
す
べ
き
姿
に
つ
い
て
、

市
民
評
価
委
員
の
皆
様
と
市
が
共

に
考
え
る
場
と
し
て
位
置
付
け
て

お
り
ま
す
。
こ
の
取
組
が「
誰
も

が
住
み
続
け
た
い
と
思
う
魅
力
あ

ふ
れ
る
ま
ち
」へ
の
着
実
な
一
歩

に
つ
な
が
る
も
の
と
期
待
し
て
お

り
ま
す
。

３月市議会定例会で施政方針演説をする
母袋創一市長
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平
成
25
年
度
当
初
予
算
が
、
市
議
会
３
月
定
例
会
で
審
議
さ
れ
可
決
さ
れ
ま
し
た
の
で
お
知
ら

せ
し
ま
す
。
今
年
度
は「
第
一
次
上
田
市
総
合
計
画
」後
期
基
本
計
画
の
２
年
目
と
な
り
、
総
合
計

画
に
掲
げ
る
施
策
、
事
業
の
着
実
な
推
進
を
図
る
た
め
の
予
算
編
成
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

一
般
会
計
予
算
は
、
７
２
７
億
５
１
４
１
万
円
で
前
年
度
と
比
較
し
て
11・０
％
、
71
億
９
３
３
１

万
円
増
え
ま
し
た
。

　

交
流
・
文
化
施
設
の
建
設
工
事
が
本
格
化
す
る
こ
と
や
保
育
園
・
学
校
の
整
備
、
道
路
整
備
な

ど
の
建
設
事
業
費
の
増
加
、
福
祉
、
子
育
て
、
産
業
振
興
な
ど
各
種
施
策
の
充
実
を
図
っ
た
こ
と

か
ら
、
予
算
規
模
は
新
市
発
足
以
降
最
大
と
な
り
ま
し
た
。

　

市
税
は
、
前
年
度
と
比
較
し

て
0.7
％
増
の
約
１
９
７
億
円
と

な
り
ま
し
た
。
こ
の
う
ち
個
人

市
民
税
は
、
2.1
％
増
の
約
66
億

円
を
見
込
み
ま
し
た
。
一
方
、
法
人
市
民
税
は

一
定
の
回
復
基
調
に
あ
る
も
の
の
制
度
改
正
の

影
響
も
あ
り
、
1.3
％
減
の
約
14
億
円
、
固
定
資

産
税
は
ほ
ぼ
横
ば
い
で
0.3
％
減
の
約
90
億
円
を

見
込
み
ま
し
た
。

　

市
債
は
前
年
度
と
比
較
し
て
57
・
３
％
、
37
億

５
９
４
０
万
円
増
の
１
０
３
億
２
１
１
０
万
円

と
な
り
ま
し
た
。市
債
が
増
え
た
主
な
理
由
は
、

建
設
工
事
が
本
格
化
す
る
交
流
・
文
化
施
設
建

設
事
業
の
ほ
か
、
丸
子
小
牧
線
バ
イ
パ
ス（
ト

ン
ネ
ル
）整
備
事
業
、
第
二
中
学
校
の
建
設
事

業
な
ど
に
よ
る
合
併
特
例
債
の
増
、
原は
ら

野や

地ち

2

号
線（
真
田
）、
小
寺
尾
線（
武
石
）の
整
備
事
業

な
ど
に
よ
る
辺
地
対
策
事
業
債
の
増
で
す
。

　

市
で
は
こ
れ
ま
で
も
安
定
し
た
財
政
運
営
を

行
う
た
め
、
国
・
県
の
補
助
制
度
や
合
併
特
例

債
、
辺
地
対
策
事
業
債
な
ど
交
付
税
措
置
の
あ

る
有
利
な
市
債
を
最
大
限
活
用
し
て
き
ま
し

た
。
ま
た
、将
来
の
事
業
費
の
増
加
を
見
込
み
、

市
の
貯
金
と
も
い
え
る
基
金
を
積
極
的
に
積
み

立
て
て
き
て
お
り
、
こ
の
活
用
に
よ
り
市
債
発

行
の
削
減
に
も
努
め
て
い
ま
す
。

歳入 平
成
25
年
度
当
初
予
算

一
般
会
計
予
算
額
は
11
％
増
の
７
２
７
億
円

市税
197億7,010万円（27.2％）

地方交付税
149億円（20.5％）

市債
103億2,110万円（14.2％）

国庫支出金
70億2,377万円
（9.6％）

県支出金
32億415万円
（4.4％）

その他
102億852万円（14.0％）
（施設の使用料や各種
証明手数料など）

諸収入
73億2,377万円
（10.1％）

歳入
727億円

【市税の内訳】
固定資産税　90億7,000万円
個人市民税　66億4,110万円
法人市民税　14億5,700万円
都市計画税　11億2,500万円
市たばこ税　10億1,000万円
軽自動車税　３億5,100万円
入　湯　税　　　4,200万円  

［注］歳入・歳出ともに表示単位未満を四捨五入しています。端数処理のため合計額
は一致しない場合があります。

1,471億円

区　分 平成25年度末 平成24年度末

一般会計 701億3,056万円 673億4,420万円

特別会計 ８億3,787万円 ９億7,598万円

企業会計 761億3,283万円 796億7,106万円

合　計 1,471億 126万円 1,479億9,124万円

　市では学校、道路などの公共施設を整備
する場合に市の借金にあたる市債を活用し
ています。財政負担を複数の年度に分ける
ことにより、計画的な財政運営を行うこと
ができます。

市債現在高（見込み）

◎市債の年度末現在高見込額

基金と市債残高の推移（一般会計）
単位：億円

市債残高（右目盛）

基金残高（左目盛）
183.1 186.2

151.9

 716.6 684.0 677.1 682.5 679.8 673.4 701.3

143.5 143.2
153.0

164.5
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健
全
財
政
の
維
持
に
配
意
す

る
と
と
も
に
、
施
策
の
重
点
化

を
図
る
た
め「
安
心･

安
全
の
ま

ち
づ
く
り
」「
地
域
経
済
の
活
性

化
」「
自
然
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
利
用
」「
文
化
の
薫
る

（
見
え
る
）ま
ち
づ
く
り
」な
ど
の
８
つ
の
重
点

分
野
を
設
け
、
優
先
的
な
予
算
配
分
を
行
う
と

と
も
に
、
限
ら
れ
た
財
源
の
効
果
的
か
つ
効
率

的
な
活
用
に
努
め
た
予
算
と
し
ま
し
た
。

〈
主
な
事
業
〉

●
局
地
的
な
豪
雨
に
対
応
す
る
た
め
の「
雨
量

観
測
シ
ス
テ
ム
」の
整
備
事
業（
安
心･

安
全

の
ま
ち
づ
く
り
）

●
中
小
企
業
の
事
業
活
動
を
支
援
す
る
た
め
の

金
融
対
策
事
業（
地
域
経
済
の
活
性
化
）

●
新
エ
ネ
ル
ギ
ー
活
用
施
設
設
置
費
補
助
金
の

拡
充（
自
然（
再
生
）エ
ネ
ル
ギ
ー
の
利
用
）

●
平
成
26
年
秋
に
開
館
予
定
の
交
流
・
文
化
施

設
の
建
設
・
開
館
準
備（
文
化
の
薫
る（
見
え

る
）ま
ち
づ
く
り
）

●
わ
が
ま
ち
魅
力
ア
ッ
プ
応
援
事
業
の
充
実

（
魅
力
あ
る
地
域
づ
く
り
の
推
進
）

●
神
科
第
一
保
育
園
改
築
事
業（
子
育
て
支
援
）

●
内
科
・
小
児
科
初
期
救
急
セ
ン
タ
ー
の
日
曜

日
・
祝
日
の
夜
間
診
療
の
実
施（
地
域
医
療

の
再
生
）

●
松
く
い
虫
被
害
木
を
チ
ッ
プ
化
す
る
森
林
環

境
保
全
資
源
再
生
事
業（
自
然
環
境
の
保
全
）

歳出

　  財政課　TEL23・5113

民生費　201億2,989万円（27.7％）

総務費 144億7,036万円（19.9％）商工費 51億9,472万円（7.1％）

衛生費 38億4,297万円（5.3％）

農林水産業費　24億5,126万円（3.4％）

消防費　19億649万円（2.6％）

その他 ７億3,237万円（0.9％）

公債費 85億4,782万円（11.8％）

歳出
727億円

教育費　53億7,019万円（7.4％）

土木費　101億534万円（13.9％）

176億円

区　　　　分 概　　　　　　　　　　　　　　要 平成25年度末 平成24年度末

財政調整基金 災害など不測の事態や将来の大きな事業に備えて、財政の健全な運営のために積み立
てる基金 35億 969万円 39億 969万円

減債基金 借入金（地方債）を毎年平均的に返済できるように積み立てる基金 27億7,931万円 31億1,931万円

その他の
特定目的基金 事業の実施など特定の目的のために積み立てる基金（例：地域振興事業基金） 91億1,887万円 124億3,011万円

定額運用基金 土地の取得など特定の目的のために定額の資金を運用する基金（例：土地開発基金） 22億5,110万円 22億5,093万円

合　　　　　　　　　　　　　計 176億5,897万円 217億1,004万円

（注）表示単位未満を四捨五入しているため、合計額は一致しない場合があります。

　市の貯金ともいえる基金は、これまで災害など不測の事態や将来の大きな事業、借入金の返済などのため、積み立てを
行ってきました。（P10「基金と市債残高の推移（一般会計）」グラフ参照）
　今年度、これらの基金を活用し、交流・文化施設の建設などの事業を実施します。

基金現在高（見込み）

◎基金の年度末現在高見込額
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～企画、財政など市の全般的な事務のために～
総　務　費【144億円】

充交流・文化施設建設・開館準備事業 
 …………………………………88億2,760万円
○各種選挙運営事業 ………………………１億8,734万円
　（参議院議員通常選挙、市長選挙・市議会議員一般選
挙ほか）
○自治会関係事業 …………………………１億3,407万円
　コミュニティ活動等交付金、共同集会施設新設改修補
助金、広報等配布事務委託料などにより自治会活動を
支援します。

充わがまち魅力アップ応援事業補助金 ……………１億円
○防犯灯新設・交換・電気料金補助金 ………8,809万円
○固定資産税評価替基礎資料整備事業 ………8,405万円
○地域振興対策事業 ……………………………1,350万円
　地域自治センター、地域協議会、地域経営会議などか
らの発議で機敏に対応するための経費です。

新雨量観測システム整備事業 ……………………90万円
　局地的な豪雨に対応するため、市独自に雨量計を４か
所設置し、観測データを随時公表するシステムを構築
します。

～福祉や子育て事業のために～

民　生　費【201億円】
充自立支援給付事業 ………………………27億6,580万円
　（施設支援給付費、居宅介護等支援給付費、自立支援
医療給付費など）
○生活保護費 ………………………………12億8,800万円
○民間保育所運営・助成事業（市内10箇所） 10億9,380万円
○福祉医療費給付事業 ……………………８億4,055万円
　児童、母子・父子家庭、低所得高齢者などへ医療費の
自己負担額を給付します（昨年度から、入・通院費と
もに中学３年生まで給付しています）。

○放課後児童クラブ運営・施設整備事業（市内26箇所） 
 …………………………………２億1,128万円

○介護予防・生活支援事業 ………………１億9,516万円
　高齢者が住み慣れた地域で生活を継続できるよう、各
種生活支援サービスを行います。

新民間保育所建設助成事業（常田保育園） １億4,452万円
新神科第一保育園改築事業 ………………１億1,142万円

改築予定の神科第一保育園

○児童館運営・施設整備事業（市内11箇所） 7,531万円
○地域子育て支援拠点事業（市内13箇所） …3,921万円
充認可外保育施設助成事業（市内4箇所） ……2,227万円

～ごみ処理や健康づくりなどのために～

衛　生　費【38億円】
○ごみ収集処理委託事業 ………………５億4,581万円
○子宮頸

けい

がん等ワクチン接種事業 ……１億2,616万円
充周産期医療緊急対策事業 ……………１億2,404万円
　医師確保のため、医学生の修学資金貸付、産婦人科病
院の医師報酬の補助などを行います。

○水道事業負担金 ………………………１億1,045万円
充内科・小児科初期救急センター管理運営事業
  …………………………………6,997万円
　今年度からこれまでの月～土曜の夜間に加え、日曜日
と祝日の夜間も開所します。

充新エネルギー活用施設設置費補助金 ……5,850万円
　地球温暖化対策として、住宅用太陽光発電システムの
導入に対し補助します。

○資源物回収促進交付金（自治会などへの還元金）
  …………………………………3,450万円
充がん検診推進事業 …………………………2,916万円
　受診率の向上を図るため一定の年齢に達した方に対し
子宮がん、乳がん、大腸がん検診の無料クーポン券を
配布します。

充生ごみ堆肥化モデル事業 ………………1,306万円

～雇用の促進と労働者福祉のために～

労　働　費【２億円】
新職業訓練事業補助金 …………………………342万円
　上田地域高等職業訓練センター（今年度開校予定）の高
等職業訓練事業に対し補助を行います。

○合同就職面接会開催事業負担金 ……………285万円
○学生就職支援フォーラム補助金 ……………30万円
　高校生、大学生などを対象とした講演会、企業見学会
などへ補助を行います。

～農業・林業の振興のために～

農林水産業費【24億円】
○農業集落排水事業補助金 ………………10億100万円
○土地改良事業（農道整備、水路改修など）
  …………………………………２億4,268万円
○松くい虫防除対策事業（伐

ばっ

倒
とう

駆除、地上薬剤散布、樹
幹薬剤注入など） …………………１億4,218万円

○有害鳥獣駆除対策事業 …………………4,910万円
　鳥獣被害防止のための侵入防止柵資材購入費や狩猟者
確保のための経費などを補助します。

新林道整備事業（硯
すずり

沢
さわ

線、所沢線） …………3,678万円
充農地・水保全管理支払交付金事業 ………1,631万円
　自治会などの地域住民による水路・農道などの補修な
どの活動を支援します。

新森林環境保全資源再生事業 …………………450万円
　松くい虫被害の伐採木を大型粉砕機によりチップ化
し、遊歩道や公園などに利用します。

新薬草栽培研究事業 ……………………………100万円
　遊休農地の解消のため薬草の試験栽培を行い栽培の適
否の検証などを行います。

一
般
会
計
の
主
な
使
い
み
ち

市
の
予
算
は
、
道
路
の
建
設
の
た
め
に
使
う
土
木
費
、
教
育
の
た
め
に
使
う

教
育
費
な
ど
目
的
別
に
区
分
し
て
い
ま
す
。

こ
の
区
分
ご
と
の
主
な
事
業
を
紹
介
し
ま
す
。

新は新規事業　　充は充実させた事業
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～商工観光業の振興のために～

商　工　費【51億円】
○中小企業金融対策事業 ……………………41億5,700万円
　経営支援資金の利子補給の１年間延長、設備資金の利子補
給の新設により、中小企業の事業活動を支援します。

充商工業振興助成事業 …………………………8,420万円
充市民まつり事業 ………………………………6,958万円
　（上田城千本桜まつり、丸子ドドンコ、真田まつり、武石
夏祭りなどの負担金）

充観光施設管理事業 ……………………………5,109万円
　サニアパークの陸上競技場に
ついて、日本陸上競技連盟の公
認継続条件を満たすよう整備
を行います。

○事業所用太陽光発電システム設置費補助金 
  …………………………………2,000万円
○番所ヶ原スキー場整備事業 …………………1,430万円
新池波正太郎生誕90年・真田太平記館開館15周年記念事業
  …………………………………250万円
新高速バスラッピング委託事業 …………………199万円
新日本の名湯百選シンポジウム開催事業 ………50万円
　名湯百選に認定された温泉地が参加する第２回シンポジウ
ムを鹿教湯温泉で開催します。

～道路や河川などの整備のために～

土　木　費【101億円】
○公共下水道事業補助金 …………………26億5,435万円
○市道新設改良事業 ………………………13億9,249万円
　丸子小牧線バイパスをはじめ、燕

つばくろ

線、武石和田線などの路
線の整備を行います。

丸子小牧線バイパス
のトンネルの断面図

充都市公園整備事業 …………………………５億700万円
　交流・文化施設の建設に合わせて市民緑地広場を整備する
ほか、上田城跡公園バリアフリー化事業、信州国際音楽村
公園東トイレ新築工事などを行います。
○道路維持事業（除雪関連経費など） ……３億7,683万円
○街路整備事業 ……………………………３億6,941万円
 （櫓

やぐら

下泉平線、県街路整備事業負担金など）
○交通運輸対策事業（別所線対策、廃止路線代替バス運行費
補助など） …………………………３億6,343万円

○交通安全施設整備事業（歩道の整備など） …１億6,630万円
○市営住宅改修事業（下水道接続、耐震診断業務委託など）
  …………………………………１億5,964万円
充上田道と川の駅整備事業 ……………………2,500万円
　（交流センター太陽光発電設備設置工事など）
○橋りょう維持事業（橋りょう長寿命化修繕事業） 2,000万円

～救急・消防のために～

消　防　費【19億円】
○消防団詰所整備事業（長分団、武石東部分団など）
  …………………………………6,882万円
○消防団車両等整備更新事業 ………………3,500万円

消防団に配備される消防車両

○消防施設整備助成事業補助金 ………………464万円
　自治会が行う消火栓付属器具の購入や修理などのための経
費を補助します。

～子どもたちの教育などのために～

教　育　費【53億円】
○小中学校管理運営事業 ………………８億1,232万円
充体育施設管理事業 ……………………５億1,675万円
　自然運動公園の50mプール全面塗装やふれあいさなだ館の
プール遠赤外線暖房交換工事、武石森林公園マレットゴル
フ場の芝修繕など体育施設の修繕などを積極的に行いま
す。

充第二中学校改築事業 …………………４億7,120万円

改築予定の第二中学校(イメージ図)

○図書館管理運営に係る経費 …………１億7,137万円
○給食センター管理運営事業 …………１億6,271万円
○清明小学校プール改築事業 …………１億5,020万円
○公民館管理運営・各種講座事業などに係る経費
  …………………………………１億3,242万円
○児童生徒就学援助事業 ………………１億1,420万円
　経済的理由により就学が困難な児童生徒に対し、学用品費、
給食費などの支援を行います。

○小中学校施設整備事業 ……………………9,160万円
 耐震補強事業（実施設計）や学校営繕工事
○幼稚園就園奨励費補助金 …………………8,828万円
○埋蔵文化財発掘調査事業 …………………3,665万円
○小中高校通学費補助金 ……………………2,627万円
新信州国際音楽村ホールこだま冷暖房設備改修工事
  …………………………………2,100万円
○スクールカウンセラー等活用事業 …………425万円
新山本鼎記念館特別展開催事業 ………………217万円

～借りたお金の返済のために～

公　債　費【85億円】
○住民参加型市場公募債発行事業 ………………33万円
　２回目の「ひとまちげんき上田市民債」を来年３月頃（予定）
に発行します。

※国の緊急経済対策に基づき、平成25年度に予定していた事業の一部は、平成24年度へ前倒しをしています。

改修予定のサニアパーク
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会計名 平成25年度 平成24年度 比較増減額 増減率
（％） 事業のあらまし

土地取得事業 ４億円 ４億円 0円 0.0 土地の取得に関する事業

塩田有線放送電話事業 － 486万円 △ 486万円 皆減 塩田有線放送の管理運営、広報事項の伝達な
どの事業　※平成24年度末で廃止

同和地区住宅新築資金
等貸付事業 3,467万円 5,253万円 △1,786万円 △34.0 住宅新築資金などの貸付事業

国民健康保険事業 164億7,567万円 159億8,235万円 ４億9,332万円 3.1
０歳～74歳までの方で、自営業など他の健
康保険に加入されていない方のための医療保
険事業

後期高齢者医療事業 16億 369万円 16億9,006万円 △8,637万円 △5.1
高齢者（75歳以上）および65歳以上75歳未満
の一定の障がい認定を受けている方を対象と
した医療制度

介護保険事業 144億3,646万円 134億2,689万円 10億957万円 7.5 介護が必要となった方への保険給付事務、介護サービスなどの事業

社会福祉授産事業 6,274万円 6,320万円 △ 46万円 △0.7
障がいを抱えた方一人ひとりの能力や希望に
沿った就労の支援事業（上田・武石の２事業
所）

駐車場事業 １億8,683万円 １億8,468万円 215万円 1.2 上田駅お城口・温泉口にある市営駐車場の管理運営事業

市街地再開発事業 3,892万円 6,994万円 △3,102万円 △44.4 上田駅前ビル・パレオの管理事業など

武石診療所事業 １億4,831万円 １億5,672万円 △841万円 △ 5.4 24時間往診体制をとっている公立の診療所（内科・外科など）事業

特別会計合計 333億8,729万円 320億3,123万円 13億5,606万円 4.2

特別会計 333億円

◎平成25年度特別会計予算一覧

　特別会計は、特定の事業や資金などについて、その収支を明確にするために一般会計と分けて整理する会計
です。全体では、4.2％、約13億円増えました。
　主な理由としては、介護保険事業特別会計が介護サービスなどの給付費の増額などにより前年度より約10億
円増えたことなどです。

○収益的支出：人件費、施設の維持管理費、減価償却費など経営活動に
　　　　　　　必要な経費
○資本的支出：施設の整備・投資、借入金の償還金などの費用

会　　　計　　　名 平成25年度 平成24年度

真田有線放送電話事業
収益的支出 5,242万円 5,494万円

資本的支出 915万円 915万円

産婦人科病院事業
収益的支出 ５億7,415万円 ５億3,577万円

資本的支出 3,409万円 3,650万円

水道事業
収益的支出 25億 340万円 25億 86万円

資本的支出 15億8,791万円 14億6,211万円

公共下水道事業
収益的支出 48億 245万円 48億5,040万円

資本的支出 35億 95万円 45億1,861万円

農業集落排水事業
収益的支出 12億6,964万円 13億1,249万円

資本的支出 ７億3,736万円 ７億2,713万円

企　業　会　計　合　計 150億7,152万円 160億 796万円

　企業会計は、水道料金などの収益によって運営される会計です。全体では、
前年度と比べると5.8％、９億3,644万円減りました。

企業会計 150億円

◎平成25年度企業会計予算一覧

特
別
会
計
・
企
業
会
計
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『新たな行政需要に対応した組織体制の整備』
〈部の改正〉
　【市民参加協働部】
　　市では、「地域の個性や特性が生かされ、地域力が発揮されるまちづくり」を
目標に掲げ、地域内分権の取組を進めています。

　　今後、上田市自治基本条例の趣旨を踏まえた市民との協働によるまちづくり
をより一層推進するため、「市民参加協働部」を新設しました。

　（課の構成）
　　○市民課（本庁舎１階）
　　○市民参加・協働推進課（本庁舎２階）
　　○人権男女共同参画課（市民プラザ・ゆう内）

　【生活環境部】
　　市民生活部の名称を「生活環境部」に変更し、環境施策を統括する部署を明確
にするとともに、再生可能エネルギーの利活用と省エネルギー対策のより一層
の推進を図るため、組織体制を充実しました。

　（課の構成）
　　○生活環境課（本庁舎２階）
　　○廃棄物対策課（上田クリーンセンター内）
　　○住宅課（本庁舎２階）

〈課の改正〉
　【交流・文化施設開設準備室】…南庁舎３階
　　現在、建設中の交流・文化施設の開設に向け、交流・文化施設建設室の名称
を「交流・文化施設開設準備室」に改めました。

　【生活環境課】…本庁舎２階
　　生活環境課に「再生可能エネルギー政策幹」を配置し、太陽光など、再生可能
エネルギーの利用促進などによる環境施策の更なる推進を図ります。

　【福祉課】…南庁舎１階
　　福祉課に「障害者福祉政策幹」を置き、障がい者を対象とする事業推進の体制
整備を図ります。

『効率的な組織体制の整備』
　【広報情報課】…南庁舎４階
　　秘書課の広報事務を情報推進課に移して、情報推進課の課名を「広報情報課」
とし、広報紙やホームページ、行政チャンネルなどを活用した広報事業を一体
的に推進します。

　【収納管理課】
…本庁舎１階、丸子・真田・武石地域自治センター市民生活課

　　市税などの収納事務については、本庁の収納管理課職員を丸子・真田・武石
の各地域自治センターにも配置し、地域内をそれぞれ担当していましたが、よ
り効率的な体制のもと事務を推進するため、真田地域の収納事務を本庁の収納
管理課に、武石地域の収納事務を丸子地域の収納担当に集約しました。ただし、
市税の納付や相談などは、引き続き、真田、武石の窓口でも行える体制としま
した。

　  人材開発課　TEL23・5332

現
在
、
市
で
は
、
交
流
・
文
化
施
設
の
開
設
や
地
域
内
分
権
の
取
組
、
環
境
施
策
の
推
進
、
さ
ら
に
は
国
・
県
か
ら
の
権
限
移
譲
な
ど
、

新
た
な
行
政
需
要
に
対
応
で
き
る
、
効
率
的
な
組
織
体
制
の
整
備
を
進
め
て
い
ま
す
。

今
年
度
、
組
織
の
見
直
し
を
行
い
、
様
々
な
政
策
課
題
の
実
現
に
向
け
た
体
制
の
整
備
を
図
り
ま
し
た
。

市
役
所
の
組
織
を
充
実
し
ま
す

   
平
成
25
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度
組
織
改
正
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対象者 　ヒブ・小児用肺炎球菌ワクチン／２か月～５歳未
満児、子宮頸がん／中学１年生（小学６年生も接
種希望者は接種可）～高校１年生

その他 　今年度新たに対象になる方（ヒブ・肺炎球菌ワク
チンは生後２か月、子宮頸がんは中学１年生）に
は予診票を送付します。なお、対象年齢の方で予
診票をお持ちでない方、紛失された方は、健康推
進課までご連絡ください。

　  健康推進課　TEL28・7124

定期予防接種
追加と変更お知

らせ
　子宮頸

けい
がん、ヒブ、小児用肺炎球菌ワクチンは、平成

24年度まで任意の予防接種でしたが、平成25年４月から
定期の予防接種となります。また、BCGの予防接種は
生後６か月まで定期の予防接種でしたが、接種できる期
間が１歳未満まで拡大されます。

上田市都市景観賞
建築物や緑化推進活動などを募集募

集
　魅力ある景観を形成し、美しいまちづくりに貢献する建築物や緑化推進活動などを、都市景観賞として選定します。
自薦・他薦は問いませんのでご応募ください。

平成23年度受賞物件　サカエヤ酒店（鹿教湯温泉）

対　象 　建築物など／市内で５年以内に新築・改
築した建築物、工作物、広告物、生垣な
どで景観上優れているもの（生垣など年
数を必要とするものは完成年度を問いま
せん）、緑化推進活動／緑化推進など景
観形成の向上を目的とする活動を行って
いる団体、グループ、個人

応募方法 　所定の応募用紙（都市計画課、各地域自
治センターにあり。市ホームページから
ダウンロード可）に、必要事項を記入し
都市計画課へ。

応募締切 　８月30日㈮必着
選考・表彰 　上田市景観審議会で審査・選考し、11

月頃に「上田市都市景観賞表彰式」で建築
主・設計者・施工者・団体代表などを表
彰します。受賞対象の推薦者（他薦のみ）
には、記念品を贈呈します。

　  都市計画課　TEL23・5127

　上田市内科・小児科初期救急センターは、現在、
月～土曜日の午後８時～11時まで診察しています
が、４月から、日曜と祝日の午後８時～11時（年
末年始とお盆を除く）も開所します。内科的な症
状（頭痛や発熱など）で早急な診療を希望する場合
は、まず電話してからお出かけください。

内科・小児科初期救急センター

４月から日曜・祝日も
開所します

お知
らせ

電話番号 　・15歳以下の方／小児科　TEL21・2233
 ・16歳以上の方／内　科　TEL21・2280
　  健康推進課　TEL28・7124



tel.85･2311㈹  fax.85･2313㈹武石地域自治センターtel.72･2200㈹  fax.72･4140㈹真田地域自治センター

tel.42･3100㈹  fax.43･3666㈹丸子地域自治センターtel.22･4100㈹  fax.25･4100㈹上田市役所
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　障害者自立支援法は、４月から障害者総合支援法という名称になり、障がい者の範囲に一部の難病患者が加わる
など、制度が一部改正されます。これにより、障害者手帳を持っていなくても、医師の意見書などがあり、生活上
の支援が必要な難病患者が、福祉サービスを利用することができるようになります。
　また、自立支援医療における育成医療※の給付事務窓口が、４月１日以降、県上田保健福祉事務所から市の福祉課、
丸子・真田・武石地域自治センター健康福祉課に変わります。なお、すでに治療済の疾患については対象とはなり
ません。
※育成医療は、身体に障がいのある、またはそのまま放置すると将来障がいを残すと認めら
れる疾患がある児童（18歳未満）を対象とし、その障がいを除去・軽減する手術などの治療
によって確実に治療効果が期待できる方が、指定育成医療機関で治療した医療費の一部を
助成する制度です。

育成医療給付制度の窓口が県から市へ
障害者自立支援法が改正

　 　  福祉課　TEL23・5158　　　　  健康福祉課　TEL42・1118
　　　  健康福祉課　TEL72・2203　　  健康福祉課　TEL85・2067

お知
らせ

上田城跡公園前　加舎白雄句碑

美しい桜が彩る上田城で俳句会
上田城千本桜俳句会と2013さくら吟行会

催
し

◇上田城千本桜俳句会
上田市は、江戸時代後期の俳人で俳句の改革に取り組み、「関東薫

くん

風
ぷう

の中興者」と仰
あお

がれた加
か

舎
や

白
しら

雄
お

を生み、豊かな俳句文化が今も息づい
ています。上田城が桜で美しく彩られるこの季節にあわせ、俳句会を
行います。どなたでも気軽に俳句を作って投句してください。
投句期間 　４月５日㈮～21日㈰
テーマ 　「城」「桜」「（上田）紬

つむぎ

」
投句料 　無料　一人三句まで
選　者 　秋山千

ち

枝
え

子
こ

、井澤充
みつ

彦
ひこ

、海野良
よし

三
み

、神田愛子、八
はっ

田
た

充
みつ

紘
ひろ

（50
音順・敬称略）

投句方法 　市内各所（公民館・図書館など）にある投句用紙付きチラシ
で、上田城跡公園櫓

やぐら

門付近、加舎白雄句碑前にある投句箱
へ投函または郵送（〒386－0025　天神２－４－55　文化振興
課宛）、または、はがき、封書で文化振興課へ。

公　表 　市ホームページ・広報うえだに掲載、観光会館に掲出（予定）
※受賞者には賞状を贈呈します。

　  文化振興課　TEL23・6361

◇2013さくら吟行会
日　時 　４月14日㈰受付／午前10時30分～、投句締切／午前11時

30分、句会／午後１時30分～
場　所 　上田市民会館２階大会議室
当句料 　1,000円（当日吟詠の三句一組）
賞 　さくら吟行会賞、選者特選賞ほか
　俳人加舎白雄顕彰保存会事務局（海野）　TEL36・4017
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０
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バ
ッ
テ

リ
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カ
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事
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わ
し
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カ
ー
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営
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の
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９
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９
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人
間
ド
ッ
ク
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補
助
申
請
の

方
法
が
変
わ
り
ま
す

　

上
田
市
国
民
健
康
保
険
・
後
期
高
齢
者

医
療
制
度
の
加
入
者
は
、
４
月
か
ら
、
今

ま
で
の
受
診
後
の
申
請
方
法
に
加
え
、
事

前
申
請
に
よ
り
受
診
時
の
窓
口
で
の
支
払

い
時
に
補
助
券
を
利
用
す
る
こ
と
が
で
き

ま
す
。
こ
の
補
助
券
を
利
用
す
る
と
、
医

療
機
関
の
窓
口
で
の
費
用
負
担
が
少
な
く

て
済
み
ま
す
の
で
、
ご
利
用
く
だ
さ
い
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な
お
、
補
助
券
が
利
用
で
き
る
医
療
機
関

は
、市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

　

ま
た
、
国
民
健
康
保
険
加
入
者
で
、
特

定
健
診
の
対
象
と
な
る
方
は
、
受
診
し
た

人
間
ド
ッ
ク
の
結
果
の
う
ち
、
特
定
健
診

項
目
の
検
査
結
果
を
、
医
療
機
関
を
通
じ

て
市
へ
提
供
す
る
こ
と
が
必
要
で
す（
個

人
情
報
は
厳
守
し
ま
す
）。

●
手
続
き　

事
前
申
請
の
場
合
は
①
保
険

証
・
印
鑑（
朱
肉
式
の
物
）、
受
診
後
申

請
の
場
合
は
、
①
と
領
収
書
の
原
本
、

振
込
先
の
わ
か
る
も
の（
預
金
通
帳
な

ど
）を
持
参
し
て
、
国
保
年
金
課
ま
た

は
各
地
域
自
治
セ
ン
タ
ー
窓
口
へ（
医

療
機
関
に
よ
っ
て
は
、
検
査
結
果
の
写

し
の
提
出
が
必
要
な
場
合
が
あ
り
ま

す
）。

　

国
保
年
金
課　

TEL
23
・
５
１
１
８

外
出
支
援
サ
ー
ビ
ス
を

ご
利
用
く
だ
さ
い

　

一
般
の
交
通
機
関
を
利
用
す
る
こ
と
が

困
難
な
高
齢
者
の
た
め
に
、
車
い
す
や
ス

ト
レ
ッ
チ
ャ
ー
の
ま
ま
乗
れ
る
車
両
で
、

自
宅
と
医
療
機
関
な
ど
へ
の
送
迎
を
支
援

し
ま
す
。

●
対
象
者　

お
お
む
ね
65
歳
以
上
の
方
で

要
介
護
４
ま
た
は
５
の
認
定
を
受
け
て

い
る
方
、
ま
た
は
、
お
お
む
ね
60
歳
以

上
の
方
で
下
肢
の
不
自
由
な
方（
身
体

障
害
者
手
帳
１
・
２
級
の
方
）

●
利
用
回
数　

自
宅
か
ら
医
療
機
関
な
ど

ま
で
の
片
道
を
１
回
と
し
て
月
４
回
ま

で
。

●
利
用
料　

自
己
負
担
あ
り

●
申
請
方
法　

本
人
の
印
鑑
を
持
参
し
、

高
齢
者
介
護
課
ま
た
は
丸
子
・
真
田
・

武
石
地
域
自
治
セ
ン
タ
ー
健
康
福
祉
課

へ
申
請（
家
族
な
ど
の
代
理
可
）し
て
く

だ
さ
い
。

　

高
齢
者
介
護
課

　
　

TEL
23
・
５
１
３
１

上
田
城
櫓や
ぐ
ら

の

夜
間
無
料
開
放

　

上
田
城
千
本
桜
ま
つ
り
の
10
周
年
を
記

念
し
て
ま
つ
り
期
間
中
の
金
曜
日
と
土
曜

日
の
夜
間
、
無
料
開
放
し
ま
す
。

●
日
時　

４
月
５
日
㈮
・
６
日
㈯
・
12
日

㈮
・
13
日
㈯
・
19
日
㈮
・
20
日
㈯
午
後

５
時
30
分
〜
８
時

●
場
所　

上
田
城
南
櫓
、
東ひ
が
し

虎こ

口ぐ
ち

櫓
門
、

北
櫓

　

市
立
博
物
館　

TEL
22
・
１
２
７
４

訪
問
理
美
容
サ
ー
ビ
ス
の

出
張
料
を
助
成
し
ま
す

　

外
出
が
困
難
な
在
宅
高
齢
者
の
方
に
、

理
美
容
師
が
訪
問
す
る
際
の
出
張
料
金
を

助
成
し
ま
す
。

●
対
象
者　

お
お
む
ね
65
歳
以
上
の
一
人

暮
ら
し
、
ま
た
は
高
齢
者
の
み
の
世
帯

で
、
要
介
護
３
・
４
・
５
の
認
定
を
受
け

て
い
る
方

●
利
用
回
数　

年
間
６
回
ま
で（
申
請
月

に
よ
っ
て
異
な
り
ま
す
）。

●
申
請
方
法　

印
鑑
を
持
参
し
、
高
齢
者

介
護
課
、
ま
た
は
丸
子
・
真
田
・
武
石

地
域
自
治
セ
ン
タ
ー
健
康
福
祉
課
へ
申

請（
家
族
な
ど
の
代
理
可
）し
て
く
だ
さ

い
。

　

高
齢
者
介
護
課

　
　

TEL
23
・
５
１
３
１

就
学
援
助
制
度
を

ご
存
じ
で
す
か

　

経
済
的
な
理
由
で
小
中
学
校
へ
の
就
学

が
困
難
と
認
め
ら
れ
る
児
童
生
徒
の
保
護

者
に
、
学
校
教
育
活
動
に
必
要
な
費
用
の

一
部
を
援
助
し
ま
す
。
学
校
か
ら
配
布
す

る
お
知
ら
せ
を
ご
覧
い
た
だ
き
、
就
学
援

助
を
希
望
す
る
場
合
は
学
校
へ
申
し
出
く

だ
さ
い
。
認
定
に
あ
た
り
申
請
世
帯
の
所

お
知
ら
せ

今
月
の
表
紙

　上田城跡公園は４月になる
と、桜の咲く季節を迎え、多く
の観光客や市民で賑わいます。
　中でも櫓

やぐら

門前は南北の櫓や門
を背景に桜が咲きほこり、多く
の人が足を止めて写真撮影をし
ていきます。また、訪れた人の
カメラを使い記念撮影をしてく
れるボランティアの元祖シャッ
ターマンが櫓門前にいて、訪れ
た人が写真に写れることから好
評です。
　このほか堀の水面に映る桜や
夜桜と櫓のライトアップなど見
どころも多く、訪れた人で園内
は賑わいます。

上田城跡公園の「さくら」
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お
知
ら
せ
／
催
し

得
な
ど
の
調
査
や
、
民
生
児
童
委
員
に
よ

る
聞
き
取
り
を
行
い
ま
す
の
で
、
ご
了
承

く
だ
さ
い
。

　

学
校
教
育
課　

TEL
23
・
５
１
０
１

紙
お
む
つ
な
ど
の

購
入
費
を
助
成

●
対
象
品
目　

大
人
用
紙
お
む
つ
、
尿
と

り
パ
ッ
ト
、
使
い
捨
て
手
袋
、
清せ
い

拭し
き

剤
、

ウ
エ
ッ
ト
テ
ィ
ッ
シ
ュ（
お
し
り
用
）、

防
水
シ
ー
ツ
な
ど

●
対
象
者　

次
の
す
べ
て
に
該
当
す
る

方
。

　

①
市
内
在
住
の
要
介
護
認
定
４
ま
た
は

５
の
方
、
②
住
民
税
非
課
税
世
帯
で
、

在
宅
で
紙
お
む
つ
な
ど
を
使
用
し
て
い

る
方
、
③
市
税
・
介
護
保
険
料
の
滞
納

が
な
い
方

●
助
成
限
度
額　

年
間
７
万
５
０
０
０
円

（
申
請
月
に
よ
り
助
成
金
額
が
変
わ
り

ま
す
）。

●
利
用
方
法　

市
が
発
行
し
た
利
用
証
を

登
録
さ
れ
た
店
舗
に
提
示
し
、
紙
お
む

つ
な
ど
と
引
き
換
え
ま
す
。

●
申
請
方
法　

印
鑑
を
持
参
し
、
高
齢
者

介
護
課
、
ま
た
は
丸
子
・
真
田
・
武
石

地
域
自
治
セ
ン
タ
ー
健
康
福
祉
課
へ
申

請（
家
族
な
ど
の
代
理
可
）し
て
く
だ
さ

い
。

　

高
齢
者
介
護
課

　
　

TEL
23
・
５
１
３
１

催
し

In
fo
rm
at
io
n
 A
 L
a 
C
ar
te

と
も
し
び
の
里
ソ
フ
ト
バ
レ
ー

フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル

　

県
内
外
か
ら
ソ
フ
ト
バ
レ
ー
愛
好
者
が

参
加
し
、
競
技
を
通
じ
て
爽
や
か
な
汗
を

流
し
、
交
流
し
ま
す
。

●
期
日　

５
月
26
日
㈰

●
場
所　

武
石
体
育
館
ほ
か

●
募
集
チ
ー
ム　

と
も
し
び
の
部（
30
歳

以
上
の
男
女
各
２
名
）、
ト
リ
ム
の
部

シ
ル
バ
ー
ク
ラ
ス（
40
歳
以
上
の
男
女

各
１
名
と
50
歳
以
上
の
男
女
各
１
名
）

●
参
加
費

1
チ
ー
ム
４
０
０
０
円

●
申
し
込
み　

４
月
30
日
㈫
ま
で
に
、
武

石
公
民
館
に
あ
る
申
込
書（
市
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
に
有
り
。
電
話
請
求
可
）に
参

加
費
を
添
え
て
実
行
委
員
会
事
務
局

へ
。

　

実
行
委
員
会
事
務
局（
武
石
公
民
館

内
）　

TEL
85
・
２
０
３
０

真
田
十
勇
士

ス
タ
ン
プ
ラ
リ
ー

　

マ
ッ
プ
を
持
っ
て
モ
ニ
ュ
メ
ン
ト
を
回

り
、
す
べ
て
の
ス
タ
ン
プ
を
押
印
し
て
き

た
方
に
は
ゴ
ー
ル
場
所
で
記
念
品
を
差
し

上
げ
ま
す
。

●
日
時　

４
月
５
日
㈮
〜
30
日
㈫
午
前
10

時
〜
午
後
４
時

●
モ
ニ
ュ
メ
ン
ト
設
置
場
所　

池
波
正
太

郎
真
田
太
平
記
館
前
／
猿
飛
佐
助
、
柳

町
入
口
／
霧
隠
才
蔵
、
上
横
町
日
輪
寺

入
口
／
海
野
六
郎
、
海
野
町
高
市
神
社

／
三
好
清せ
い

海か
い

入
道
、
本
町（
手
づ
く
り

工
房
わ
っ
こ
前
）／
三
好
伊い

三さ

入
道
、

原
町
中
央
交
差
点
／
望
月
六
郎
、
天
神

天
満
宮
境
内
／
筧か
け
い

十
蔵
、
原
町（
昌
平

堂
前
）／
根
津
甚
八
、
松
尾
町（
上
田
駅

前
ビ
ル
・
パ
レ
オ
エ
ス
カ
レ
ー
タ
下
）

／
穴
山
小
助
、
海
野
町
パ
ー
ク
内
／
由

利
鎌
之
助

●
マ
ッ
プ
配
布
場
所　

池
波
正
太
郎
真
田

太
平
記
館
、
観
光
会
館
、
新
幹
線
上
田

駅
観
光
案
内
所
、
松
尾
町
フ
ー
ド
サ
ロ

ン
ほ
か

●
ゴ
ー
ル
場
所　

４
月
５
日
㈮
〜
21
日
㈰

／
市
民
会
館
駐
車
場
、
４
月
22
日
㈪
〜

30
日
㈫
／
観
光
会
館
、
４
月
29
日（
月
・

祝
）／
市
役
所
駐
車
場

●
申
し
込
み　

不
要

●
参
加
費　

無
料

　

商
工
課　

TEL
23
・
５
３
９
５

第
42
回

う
え
だ
こ
ど
も
ま
つ
り

　

青
空
の
下
、
元
気
に
遊
ぼ
う
！
を
テ
ー

マ
に
開
催
し
ま
す（
参
加
費
無
料
）。

●
日
時　

５
月
５
日（
日
・
祝
）午
前
９
時

20
分
〜
午
後
３
時

●
場
所　

上
田
城
跡
公
園

●
内
容　

開
会
式
、西
丘
保
育
園
鼓
笛
隊
、

将
棋
教
室
＆
工
作
、
消
防
１
日
体
験
、

ク
ラ
フ
ト
・
工
作
・
ゲ
ー
ム
、
ガ
ー
ル

ス
カ
ウ
ト
ふ
れ
あ
い
の
日
、忍
者
遊
び
、

グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ
、
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル

ロ
ケ
ッ
ト
、
剣
道
体
験
教
室
な
ど

※
詳
細
は
う
え
だ
こ
ど
も
ま
つ
り
公
式
サ

イ
ト
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

　

生
涯
学
習
課　

TEL
23
・
６
３
７
０

消防庁長官表彰・受章者
　平成24年度消防庁長官定例表彰で表彰さ
れた方を紹介します。

せら知お

　 消防総務課　TEL26･0119

功労章
上田市消防団長
和田道明さん（材木町）

永年勤続功労章
上田市消防団　副団長
母袋好

よし

恭
やす

さん（下塩尻）

長年にわたり消防業務
に従事し、団長として
災害の防除、消防力の
強化に尽力。

消防団員として、地域
の防災活動に尽力する
など永年にわたり勤
続。
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た
け
し
ノ
ル
デ
ィ
ッ
ク

ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
in
余
里
花
桃

　

信
州
上
田
ノ
ル
デ
ィ
ッ
ク
ウ
ォ
ー
キ
ン

グ
協
会
に
よ
る
正
し
い
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
講

習
会
も
あ
り
ま
す
。
武
石
の
春
の
風
物
詩

を
お
楽
し
み
く
だ
さ
い
。

●
日
時　

４
月
29
日（
月
・
祝
）午
前
９
時

30
分
集
合（
雨
天
中
止
）〜
午
後
２
時
頃

●
集
合
場
所　

武
石
体
育
館
駐
車
場

●
コ
ー
ス　

武
石
体
育
館
〜
上
余
里（
往

復
約
８
㎞
）

●
対
象　

ど
な
た
で
も（
た
だ
し
、
小
学

生
以
下
は
、
要
保
護
者
同
伴
）

●
参
加
費　

一
人
５
０
０
円
。
小
学
生
以

下
無
料（
ポ
ー
ル
は
当
日
無
料
で
お
貸

し
し
ま
す
。）

●
持
ち
物　

弁
当
、
飲
み
物
、
敷
物
、

ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
専
用
ポ
ー
ル（
持
っ
て

い
る
方
）な
ど

●
申
し
込
み　

４
月
22
日
㈪
ま
で
に
、
電

話
ま
た
は
申
込
用
紙（
武
石
産
業
観
光

課
に
有
り
）に
必
要
事
項
を
記
入
の
う

え
Ｆ
Ａ
Ｘ（
85
・
２
３
１
３
）で
武
石
観

光
協
会
事
務
局
へ
。

　

武
石
観
光
協
会
事
務
局（

産
業
観

光
課
内
）　

TEL
85
・
２
８
２
８

丸
子
図
書
館
お
は
な
し
会

　

雨
宮
ち
よ
子
さ
ん
に
よ
る
、
手
づ
く
り

絵
本
や
新
聞
シ
ア
タ
ー
、
お
手
玉
あ
そ
び

な
ど
を
予
定
し
て
い
ま
す
。

●
日
時　

４
月
20
日
㈯
午
前
10
時
30
分
〜

●
場
所　

丸
子
図
書
館

　

丸
子
図
書
館　

TEL
42
・
２
４
１
４

In
fo
rm
at
io
n
 A
 L
a 
C
ar
te

講
座･

教
室

高
齢
者
パ
ソ
コ
ン
教
室

●
日
時　

４
月
18
日
㈭
〜
９
月
19
日
㈭
の

木
曜
日（
全
20
回
）午
後
１
時
30
分
〜
３

時
30
分

●
場
所　

ふ
れ
あ
い
福
祉
セ
ン
タ
ー

●
対
象　

60
歳
以
上
の
パ
ソ
コ
ン
初
心
者

●
定
員　

先
着
15
名

●
参
加
費　

６
０
０
０
円（
希
望
者
の
み

別
途
資
料
代
）

●
持
ち
物　

ノ
ー
ト
パ
ソ
コ
ン（
Ｏ
Ｓ
は

ウ
イ
ン
ド
ウ
ズ
ビ
ス
タ
以
降
）

●
申
し
込
み　

４
月
10
日
㈬
〜
4
月
16
日

㈫
に
電
話
で
福
寿
ク
ラ
ブ
連
合
会
事
務

局
へ
。

　

福
寿
ク
ラ
ブ
連
合
会
事
務
局

　
　

TEL
23
・
２
３
８
７

文
学
紀
行
講
座

　

英
語
教
師
で
旅
の
達
人
を
講
師
に
迎

え
、
シ
ャ
ー
ロ
ッ
ト
・
ブ
ロ
ン
テ
や
ゲ
ー

テ
、
ジ
ョ
ア
ン
・
ハ
リ
ス
、
ア
ン
デ
ル
セ

ン
を
取
り
上
げ
ま
す
。
名
作
の
数
々
と
共

に
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
薫
り
高
い
文
化
を
味
わ

い
ま
し
ょ
う
。

●
日
時　

５
月
10
日
、
６
月
14
日
、
７
月

12
日
、
８
月
９
日
、
９
月
13
日
、
10
月

４
日
、
11
月
８
日
、
12
月
６
日
の
金
曜

日
午
後
１
時
30
分
〜
３
時

●
場
所　

上
田
駅
前
ビ
ル
・
パ
レ
オ
２
階

会
議
室

●
講
師　

東と
う

海か
い

周し
ゅ
う

二じ

氏（
上
田
女
子
短
期

大
学
講
師
）

●
定
員　

先
着
50
名

●
参
加
費　

５
５
０
０
円

●
申
し
込
み　

4
月
10
日
㈬
以
降
、
電
話

で
上
田
情
報
ラ
イ
ブ
ラ
リ
ー
へ
。

　

上
田
情
報
ラ
イ
ブ
ラ
リ
ー

　
　

TEL
29
・
０
２
１
０

イ
ン
タ
ー
バ
ル
速
歩
で

体
力
ア
ッ
プ
！

　

通
常
の
ウ
オ
ー
キ
ン
グ
よ
り
も
短
時
間

で
持
久
力
や
筋
力
ア
ッ
プ
に
効
果
的
な
ウ

オ
ー
キ
ン
グ
法
で
す
。
各
自
で
６
か
月
間

イ
ン
タ
ー
バ
ル
速
歩
に
取
り
組
み
ま
す
。

講
座
前
後
に
体
力
測
定
と
血
液
検
査
を
行

い
、
効
果
を
確
認
し
ま
す
。

●
日
時　

歩
き
方
講
習
①
／
５
月
９
日
㈭

午
前
10
時
〜
11
時
30
分
、
歩
き
方
講
習

②
／
５
月
16
日
㈭
午
前
10
時
〜
11
時
30

分
、
体
力
測
定
・
血
液
検
査
な
ど
／
５

月
21
日
㈫
午
後
１
時
〜
４
時
ま
た
は
５

月
23
日
㈭
午
前
８
時
30
分
〜
11
時
30
分

の
い
ず
れ
か

※
そ
の
後
の
詳
細
日
程
は
通
知
で
お
知
ら

せ
し
ま
す
。

●
場
所　

ひ
と
ま
ち
げ
ん
き
・
健
康
プ
ラ

ザ
う
え
だ

●
対
象　

20
歳
〜
お
お
む
ね
70
歳
ま
で
の

上
田
市
民

催
し
／
講
座
・
教
室

＜広告欄＞
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上田市役所

真田地域自治センター 武石地域自治センター

丸子地域自治センター

Information A La Carte

講
座
・
教
室

●
定
員　

40
名（
応
募
多
数
の
場
合
抽
選
）

●
参
加
費　

４
０
０
０
円

●
申
し
込
み　

４
月
22
日
㈪
ま
で
に
電
話

で
健
康
推
進
課
へ
。

　

健
康
推
進
課

　
　

TEL
28
・
７
１
２
３

子
ど
も
運
動
教
室
体
験
会

　

毎
月
第
１
・
３
土
曜
日
に
開
催
中
の
子

ど
も
運
動
教
室
の
体
験
会
で
す
。

●
日
時　

４
月
20
日
㈯
９
時
30
分
〜
11
時

●
場
所　

自
然
運
動
公
園
総
合
体
育
館　

サ
ブ
ア
リ
ー
ナ

●
対
象　

年
長
〜
小
学
２
年
生

●
内
容　

鉄
棒
・
マ
ッ
ト
運
動
な
ど
簡
単

に
遊
び
な
が
ら
で
き
る
運
動
遊
び

●
定
員　

先
着
20
名

●
参
加
費　

３
０
０
円（
保
険
料
込
）

●
持
ち
物　

飲
物
・
タ
オ
ル
・
雑ぞ
う

巾き
ん（
最

後
に
掃
除
を
し
ま
す
）

●
申
し
込
み　

４
月
10
日
㈬
〜
19
日
㈮
に

電
話
で
う
え
だ
ミ
ッ
ク
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ

ブ
事
務
局
へ
。

　

う
え
だ
ミ
ッ
ク
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ
事

務
局

　
　

TEL
71
・
５
３
９
２

多
文
化
に
タ
ッ
チ
講
座

魅
惑
の
タ
イ
料
理

　

本
場
仕
込
み
の
タ
イ
カ
レ
ー
、
ヤ
ム
ウ

ン
セ
ン（
春
雨
サ
ラ
ダ
）、
カ
ノ
ム
チ
ャ
ン

（
デ
ザ
ー
ト
）を
作
り
ま
す
。

●
日
時　

４
月
20
日
㈯
午
前
10
時
〜
午
後

１
時

●
場
所　

中
央
公
民
館

●
講
師　

武
内
ナ
パ
ー
パ
ン
氏（
タ
イ
出

身
）

●
定
員　

先
着
25
名

●
参
加
費　

７
０
０
円（
材
料
費
込
）

●
持
ち
物　

エ
プ
ロ
ン
、
バ
ン
ダ
ナ

●
申
し
込
み　

４
月
10
日
㈬
午
前
９
時
以

降
、
電
話
で
中
央
公
民
館
へ
。

　

中
央
公
民
館　

TEL
22
・
０
７
６
０

ベ
ビ
ー
サ
イ
ン
講
座

　

赤
ち
ゃ
ん
と
手
話
や
ジ
ェ
ス
チ
ャ
ー
で

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
と
り
ま
す
。

●
日
時　

４
月
22
日
・
５
月
20
日
・
６
月

24
日
・
７
月
22
日
の
月
曜
日
午
前
10
時

30
分
〜
11
時
30
分

●
場
所　

中
央
公
民
館

●
対
象　

生
後
６
ヶ
月
〜
１
歳
６
ヶ
月
児

と
保
護
者

●
定
員　

先
着
15
組

●
参
加
費　

４
０
０
円（
初
日
に
徴
収
）

●
申
込
方
法　

４
月
16
日
㈫
午
前
９
時
以

降
、
電
話
で
中
央
公
民
館
へ
。

　

中
央
公
民
館　

TEL
22
・
０
７
６
０

木
製
灯
火
器
作
り
教
室

　

木
製
ミ
ニ
チ
ュ
ア
の
こ
ま
燭し
ょ
く

台だ
い

、
ぼ
ん

ぼ
り
、
角か
く

行あ
ん

灯ど
ん

の
い
ず
れ
か
を
選
択
し
て

製
作
し
ま
す
。

●
日
時　

５
月
４
日（
土
・
祝
）午
後
１
時

〜
４
時

●
場
所　

武
石
と
も
し
び
博
物
館

●
定
員　

先
着
20
名（
ど
な
た
で
も
参
加

で
き
ま
す
が
、
小
学
３
年
生
以
下
は
、

要
保
護
者
同
伴
）

●
参
加
費　

工
作
キ
ッ
ト
１
個
に
付
き
１

　

０
０
０
円

●
申
し
込
み　

４
月
10
日
㈬
以
降
、
電
話

で
武
石
と
も
し
び
博
物
館
へ
。

　

武
石
と
も
し
び
博
物
館

　
　

TEL
85
・
２
４
７
４

Ｍ
ｙ
字（
自
筆
）が
楽
し
く

な
る
ボ
ー
ル
ペ
ン
字
講
座

　

受
講
生
が
交
流
し
な
が
ら
、
ボ
ー
ル
ペ

ン
字
を
習
い
ま
す
。

●
日
時　

４
月
19
日
・
26
日
、
５
月
10
日
・

24
日
、
６
月
７
日
・
21
日
、
７
月
５
日
・

19
日
・
26
日
の
金
曜
日
午
前
10
時
〜
11

時
30
分（
全
９
回
）

●
場
所　

市
民
プ
ラ
ザ
・
ゆ
う

●
対
象　

小
学
生
以
下
の
お
子
さ
ん
が
い

る
市
内
在
住
・
在
勤
の
方

●
定
員　

先
着
16
名

●
参
加
費　

２
７
０
０
円（
別
途
、
冊
子

と
下
敷
き
１
０
０
０
円
程
度
必
要
）

●
申
し
込
み　

４
月
12
日
㈮
以
降
、
参

加
費
２
７
０
０
円
を
添
え
て
市
民
プ
ラ

ザ
・
ゆ
う
へ
。

●
そ
の
他　

託
児
は
３
か
月
児
〜
、
４
月

12
日
㈮
以
降
受
付
。

　

市
民
プ
ラ
ザ
・
ゆ
う

　
　

TEL
27
・
２
９
８
８

＜広告欄＞
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講
座
・
教
室

子
ど
も
向
け
マ
ク
ロ
ビ
料
理

託
児
付

　

ア
ト
ピ
ー
な
ど
の
症
状
の
あ
る
方
に
適

し
た
穀
物
と
野
菜
中
心
の
ヘ
ル
シ
ー
料
理

講
座
で
す
。

●
日
時　

４
月
26
日
㈮
午
前
10
時
〜
午
後

１
時

●
場
所　

神
川
地
区
公
民
館

●
対
象　

ア
ト
ピ
ー
な
ど
の
症
状
の
あ
る

お
子
さ
ん
の
い
る
方
を
優
先
し
ま
す
。

●
定
員　

15
人

●
受
講
料　

１
０
０
円（
別
途
材
料
費

７
０
０
円
）

●
持
ち
物　

エ
プ
ロ
ン
・
バ
ン
ダ
ナ

●
申
し
込
み　

４
月
９
日
㈫
以
降
、
電
話

で
神
川
地
区
公
民
館
へ
。

　

神
川
地
区
公
民
館

　
　

TEL
25
・
１
６
８
２

初
心
者
向
け

ス
ポ
ー
ツ
教
室

◇
少
林
寺
拳
法
護
身
術（
前
期
）　

●
日
時　

５
月
13
日
か
ら
の
月
曜
日
午
後

７
時
〜
８
時
30
分（
全
10
回
）

●
場
所　

上
田
城
跡
公
園
体
育
館
剣
道
場

●
定
員　

先
着
20
名

●
受
講
料　

２
０
０
０
円

◇
弓
道（
前
期
）　

●
日
時　

５
月
14
日
か
ら
の
火
曜
日
午
前

９
時
30
分
〜
11
時（
昼
の
部
）、
午
後
７

時
〜
８
時
30
分（
夜
の
部
）各
部
全
10
回

●
場
所　

上
田
城
跡
公
園
弓
道
場

●
定
員　

先
着
30
名（
各
部
）

●
受
講
料　

３
０
０
０
円

◇
女
性
初
心
者
テ
ニ
ス　

●
日
時　

５
月
14
日
か
ら
の
火
曜
日
午
前

11
時
〜
午
後
０
時
30
分（
全
10
回
）

●
場
所　

自
然
運
動
公
園
室
内
多
目
的
運

動
場

●
対
象　

市
内
在
住
・
在
勤
の
成
人
女
性

●
定
員　

先
着
20
名

●
受
講
料　

６
０
０
０
円

◇
バ
ド
ミ
ン
ト
ン（
前
期
）　

●
日
時　

５
月
14
日
か
ら
の
火
曜
日
午
後

６
時
30
分
〜
９
時（
全
10
回
）

●
場
所　

上
田
城
跡
公
園
体
育
館

●
定
員　

先
着
40
名

●
受
講
料　

３
０
０
０
円

◇
ソ
フ
ト
バ
レ
ー
ボ
ー
ル（
前
期
）　

●
日
時　

５
月
13
日
か
ら
の
月
曜
日
午
後

７
時
〜
９
時（
全
11
回
）

●
場
所　

上
田
城
跡
公
園
体
育
館

●
定
員　

先
着
30
名

●
受
講
料　

２
０
０
０
円

◇
初
心
者
卓
球　

●
日
時　

５
月
18
日
か
ら
の
土
曜
日
午
前

９
時
30
分
〜
11
時

●
場
所　

上
田
城
跡
公
園
第
二
体
育
館

●
定
員　

先
着
20
名

●
受
講
料　

３
０
０
０
円

◇
女
性
ソ
フ
ト
テ
ニ
ス　

●
日
時　

５
月
14
日
か
ら
の
火
曜
日
午
前

９
時
30
分
〜
11
時
30
分

●
場
所　

上
田
城
跡
公
園
東
テ
ニ
ス
コ
ー

　

ト
●
対
象　

市
内
在
住
・
在
勤
の
成
人
女
性

●
定
員　

先
着
20
名

●
受
講
料　

３
０
０
０
円

◇
や
さ
し
い
筋
力
ア
ッ
プ
貯
筋
運
動（
前

期
）　

●
日
時　

５
月
17
日
か
ら
の
金
曜
日
午
前

10
時
〜
11
時

●
場
所　

上
田
城
跡
公
園
体
育
館
剣
道
場

●
定
員　

先
着
50
名

●
受
講
料　

３
０
０
０
円

◇
共
通
事
項　

●
対
象　

市
内
在
住
・
在
勤
の
成
人
男
女

（
女
性
初
心
者
テ
ニ
ス
・
女
性
ソ
フ
ト

テ
ニ
ス
を
除
く
）

●
申
し
込
み　

４
月
10
日
㈬
〜
５
月
２
日

㈭
に
申
込
窓
口
に
あ
る
所
定
の
申
込
用

紙
で
、
ス
ポ
ー
ツ
推
進
課
、
ま
た
は
上

田
城
跡
公
園
体
育
館
、
自
然
運
動
公
園

体
育
館
、
丸
子
総
合
体
育
館
、
真
田
・

武
石
地
域
教
育
事
務
所
へ
。

　

ス
ポ
ー
ツ
推
進
課

　
　

TEL
23
・
６
３
７
２

Ｗ
ｉ
ｎ
ｄ
ｏ
ｗ
ｓ
８
体
験
会

　

Ｗ
ｉ
ｎ
ｄ
ｏ
ｗ
ｓ
の
新
し
い
Ｏ
Ｓ「
８

（
エ
イ
ト
）」を
体
験
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

●
日
時　

４
月
27
日
㈯
午
後
１
時
30
分
〜

３
時
、
３
時
〜
４
時
30
分
の
ど
ち
ら
か

●
対
象　

文
字
入
力
の
で
き
る
方

●
定
員　

各
先
着
20
名（
最
小
開
催
人
数

５
名
。
要
事
前
申
込
）

●
料
金　

無
料

●
申
し
込
み　

４
月
８
日
㈪
〜
４
月
26
日

㈮
　

マ
ル
チ
メ
デ
ィ
ア
情
報
セ
ン
タ
ー

　
　

TEL
39
・
１
０
０
０

＜広告欄＞
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市内の国指定文化財を紹介するコーナーです。 考
え
よ
う
！
憲
法
の
こ
と

権
利
の
こ
と

●
日
時　

４
月
13
日
㈯
午
後
２
時
30
分
〜

４
時

●
場
所　

市
民
プ
ラ
ザ
・
ゆ
う

●
講
師　

滝
澤
修
一
氏（
弁
護
士
）

●
申
し
込
み　

不
要

●
参
加
費　

無
料

　

人
権
男
女
共
同
参
画
課

　
　

TEL
23
・
５
２
４
５

信
州
上
田
医
療
セ
ン
タ
ー

第
77
回
市
民
公
開
講
座

　

泌
尿
器
ト
ラ
ブ
ル
な
ど
、
当
セ
ン
タ
ー

の
医
師
が
分
か
り
や
す
く
説
明
し
ま
す
。

●
日
時　

４
月
20
日
㈯
午
後
１
時
30
分
〜

２
時
30
分

●
場
所　

信
州
上
田
医
療
セ
ン
タ
ー
研
修

セ
ン
タ
ー
３
階
講
堂

●
講
演　
「
本
当
は
怖
い
、
血
尿
に
つ
い

て
」

●
参
加
費　

無
料（
参
加
者
は
駐
車
場
無

料
、
予
約
不
要
）

　

信
州
上
田
医
療
セ
ン
タ
ー

　
　

TEL
22
・
１
８
９
０

北
向
観
音
出
現
の
伝
説
が
伝
わ
る
稀
少
な
石
造
文
化
財

「
常じ
ょ
う

楽ら
く

寺じ

石せ
き

造ぞ
う

多た

宝ほ
う

塔と
う

」

　

別
所
温
泉
常
楽
寺
本
堂
の
裏
手
に
、
石
造
の
多
宝
塔
が

建
っ
て
い
ま
す
。
多
宝
塔
は
、
木
造
の
も
の
は
多
く
あ
り

ま
す
が
、
石
造
で
保
存
状
態
の
よ
い
も
の
は
全
国
的
に
少

な
く
、
国
の
重
要
文
化
財
に
指
定
さ
れ
て
い
る
も
の
は
、

滋
賀
県
小し
ょ
う

菩ぼ

提だ
い

寺じ

跡あ
と

と
常
楽
寺
の
２
件
だ
け
で
す
。

　

多
宝
塔
の
形
は
、
土
台
と
な
る
石
の
上
に
横
長
の
直ち
ょ
く

方ほ
う

体た
い

の
石
を
の
せ
、
二
層
の
屋
根
の
う
ち
、
下
層
は
亀か
め

腹ば
ら

を

刻
み
出
し
、
そ
の
上
に
円
筒
形
の
首し
ゅ

部ぶ

が
あ
り
ま
す
。
上

層
の
最
上
部
に
は
細
長
い
相そ
う

輪り
ん

が
立
っ
て
い
ま
す
。

　

常
楽
寺
の
多
宝
塔
は
、
屋
根
の
降く
だ

り
棟む
ね

の
反
り
が
小
さ

く
、
軒
先
の
切
口
は
厚
く
、
四
隅
を
小
さ
く
は
ね
上
げ
、

軒の
き

端ば

を
垂
直
に
切
っ
て
い
ま
す
。
全
体
的
に
重
厚
な
風
格

が
あ
り
、
鎌
倉
時
代
の
造
り
と
考
え
ら
れ
ま
す
。

　

寺
の
伝
え
で
は
、
平
安
時
代
に
こ
の
辺
り
一
帯
が
揺
れ

動
き
、
地
面
が
さ
け
火ひ

煙け
む
り

が
噴
出
し
ま
し
た
。
都
か
ら
高

僧（
円え
ん

仁に
ん

慈じ

覚か
く

大
師
）に
来
て
も
ら
う
と
火
煙
が
紫し

雲う
ん

に

変
わ
り
、
そ
の
た
な
び
い
た
先
の
カ
ツ
ラ
の
木
に
千せ
ん

手じ
ゅ

観

音
の
姿
が
見
え
た
の
で
、
そ
こ
に
北
向
き
の
観
音
堂
を
建

て
、
火
口
跡
に
は
木
造
の
多
宝
塔
を
建
て
た
と
さ
れ
て
い

ま
す
。
と
こ
ろ
が
、
そ
の
後
、
多
宝
塔
が
焼
け
て
し
ま
っ

た
の
で
、
石
で
多
宝
塔
を
造
っ
た
と
い
う
こ
と
が
塔
に
刻

ま
れ
て
い
ま
す
。

　

こ
の
ほ
か
、
石
造
多
宝
塔
は
信
濃
国
分
寺
の
境
内
に
も

あ
り
、
全
国
的
に
少
な
い
に
も
か
か
わ
ら
ず
市
内
に
二
つ

も
現
存

し
て
い

る
こ
と

は
大
変

珍
し
い

こ
と
で

す
。

　

文
化
振
興
課　

TEL
23
・
６
３
６
１

常楽寺石造多宝塔正面東

＜広告欄＞

宝
ほう

珠
しゅ

九輪

露
ろ

盤
ばん

勾
こう

欄
らん

屋
や

根
ね 亀

かめ

腹
ばら

上
じょう

層
そう

初
しょ

層
そう

軸
じく

部
ぶ

基
き

礎
そ

基
き

檀
だん

請
うけ

花
ばな

伏
ふく

鉢
はち

請
うけ

花
ばな 相

そう

輪
りん
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Information A La Carte

募
集

募
集

In
fo
rm
at
io
n
 A
 L
a 
C
ar
te

音
楽
村
少
年
少
女
合
唱
団
の

新
年
度
団
員
募
集

●
対
象　

シ
ニ
ア
／
小
学
５
年
生
〜
高
校

生
、
ジ
ュ
ニ
ア
／
小
学
２
〜
４
年
生

●
練
習
日　

毎
週
水
曜
日
午
後
６
時
〜
８

時
●
場
所　

信
州
国
際
音
楽
村

●
指
導　

彌み

勒ろ
く

忠た
だ

史し

氏（
オ
ペ
ラ
歌
手
）、

玉た
ま

﨑ざ
き

真
弓
氏（
声
楽
家
）、
小お

栗ぐ
り

華は
な

絵え

氏

（
伴
奏
）

●
参
加
費　

月
額
２
０
０
０
円

●
申
し
込
み　

電
話
で
信
州
国
際
音
楽
村

へ（
練
習
見
学
も
、ご
連
絡
く
だ
さ
い
）。

　

㈶
信
州
国
際
音
楽
村

　
　

TEL
42
・
３
４
３
６

市
民
プ
ラ
ザ
・
ゆ
う

育
成
グ
ル
ー
プ
入
会
者
募
集

　

市
民
プ
ラ
ザ
・
ゆ
う
の
講
座
か
ら
結
成

さ
れ
た
グ
ル
ー
プ
が
入
会
者
を
募
集
。
実

績
と
信
頼
の
あ
る
講
師
か
ら
教
え
て
も
ら

い
ま
せ
ん
か
。

●
育
成
グ
ル
ー
プ　

毛
筆
習
字（
き
さ

ら
ぎ
、
火
曜
会
、
桂け
い

墨ぼ
く

会
）、
木
目
込

み
人
形（
お
も
と
会
）、
フ
ラ
ワ
ー
ア

レ
ン
ジ
メ
ン
ト（
か
す
み
草
、
あ
す
な

ろ
）、
生
花（
花か

曜よ
う

会
）、
パ
ッ
チ
ワ
ー

ク（
す
ず
ら
ん
、
シ
ク
ラ
メ
ン
、
ラ
ベ

ン
ダ
ー
、
ひ
な
ぎ
く
）、
茶
道
裏
千
家

（
木
曜
会
、
み
ど
り
会
）、
茶
道
表
千
家

（
結ゆ
う

の
会
）、
太
極
拳（
水
曜
会
、
月
曜

会
、
２
０
０
２
）、
ヨ
ガ（
さ
く
ら
の
会
、

五
月
の
会
）、
英
会
話（
オ
ニ
オ
ン
リ
ン

グ
）、
木
彫
り（
つ
ば
き
の
会
、
木
彫
り

の
会
）、
ガ
ー
デ
ニ
ン
グ（
り
ん
ど
う
の

会
）、
絵
手
紙（
り
ん
ご
の
会
）、
水
彩

画（
ヴ
ァ
ッ
サ
絵
グ
ル
ー
ポ
、遊ゆ
う

彩さ
い

彩さ
い

）、

ス
ポ
ー
ツ
吹
き
矢（
吹
き
矢
同
好
会
）、

着ち
ゃ
く

装そ
う（
あ
さ
が
お
、
ば
ら
、
こ
す
も
す
）

●
申
し
込
み　

電
話
で
市
民
プ
ラ
ザ
・
ゆ

う
へ
。

　

市
民
プ
ラ
ザ
・
ゆ
う

　
　

TEL
27
・
２
９
８
８

信
州
上
田
・
丸
子
夏
期
大
学

運
営
委
員
募
集

　

信
州
上
田
・
丸
子
夏
期
大
学
の
企
画
・

運
営
に
携
わ
る
運
営
委
員
を
募
集
し
ま

す
。

●
活
動
期
間　

５
月
〜
10
月

●
活
動
回
数　

４
回
程
度

●
申
し
込
み　

４
月
19
日
㈮
ま
で
に
窓
口

ま
た
は
電
話
で
丸
子
公
民
館
へ
。

　

丸
子
公
民
館　

TEL
42
・
３
１
４
７

お
わ
び
と
訂
正

　

広
報
う
え
だ
３
月
16
日
号
14
ペ
ー
ジ
平

成
24
年
文
芸
欄
年
間
優
秀
作
品
表
彰
式
の

写
真
氏
名
に
誤
り
が
あ
り
ま
し
た
。
前
列

左
の
方
は「
羽
生
田
さ
ん
」で
す
。
お
わ
び

し
訂
正
し
ま
す
。

＜広告欄＞

上田市医師確保修学資金等貸与者を
募集
●資金名・対象者など

区分
①医学生修
学資金

②研修医等研
修資金　

③医師研究資金

対象者 医学部の
大学生

産科、小児科、
麻酔科医を志
す大学院生、
研修医

県外から転入し、指
定医療機関で勤務
する産科・小児科・
麻酔科の医師

貸与金額 月額20万円 月額30万円 ３年資金／ 300万円
２年資金／ 200万円

貸与期間 大学卒業まで

大学院卒業、
または研修終
了まで

３年資金／３年間
２年資金／２年間

その他 一定期間、市が指定する医療機関で従事するこ
とで返還を免除。

●募集期間　①②／４月５日㈮～19日㈮
　　　　　　③／随時
●募集人数　各区分若干名
　詳しい制度の内容や募集要項などの資料請求は、健康
推進課へ。
　 健康推進課　TEL28･7123

集募
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わがまち魅力アップ応援事業を
紹介するコーナーです。

　

砥と

石い
し

米
山
城
跡
保
存
会
は
、
平
成
８
年
、
城
跡
を
中
心
に
観
光
・

文
化
の
振
興
を
は
か
り
、
金
剛
寺
地
域
の
発
展
に
寄
与
す
る
こ
と
を

目
的
に
設
立
し
ま
し
た
。
現
在
は
、
会
員
74
人
が
城
跡
の
草
刈
り
や

登
山
道
整
備
な
ど
景
観
保
全
活
動
を
行
っ
て
い
ま
す
。
前
会
長
の
滝

澤
傳
一
さ
ん（
左
の
写
真
中
央
）は
、「
金
剛
寺
地
区
は
歴
史
豊
か
な
名

所
や
史
跡
が
多
く
存
在
し
て
い
る
。
近
年
、
自
治
会
の
世
代
交
代
が

進
み
、
新
し
く
仲
間
入
り
し
た
人
も
多
い
こ
と
か
ら
、
事
業
へ
の
応

募
を
き
っ
か
け
に
、
地
域
の
宝
物
で
あ
る
歴
史
遺
産
の
こ
と
を
知
っ

て
も
ら
い
た
か
っ
た
」と
話
し
ま
す
。

　

昨
年
８
月
に
は
、
住
民
一
人
ひ
と
り
に
地
区
内
の
歴
史
遺
産
を

知
っ
て
も
ら
い
散
策
し
て
も
ら
え
る
よ
う「
歴
史
散
策
ガ
イ
ド
マ
ッ

プ
」を
作
成
。
ま
た
、
砥
石
米
山
城
跡
へ
の
登
山
道
入
口
に
は
散
策

マ
ッ
プ
を
入
れ

る
箱
を
設
置
し

ま
し
た
。

　

９
月
30
日
に

は
、
金
剛
寺
公

民
館
で
元
小
学

校
教
諭
の
柳
澤
敬
一
さ
ん
を

講
師
に
招
き「
金
剛
寺
歴
史
教

室
」を
開
催
、
小
中
学
生
か
ら

大
人
ま
で
約
80
人
が
参
加
し

ま
し
た
。
続
い
て
行
っ
た「
名

所
・
史
跡
巡
り
」（
下
の
写
真
）

で
は
、
歴
史
教
室
で
学
ん
だ

史
跡
13
ヶ
所
を
柳
澤
さ
ん
の

案
内
で
約
２
時
間
か
け
て
巡

り
ま
し
た
。「
若
い
世
代
の
女
性
が
多
く
参
加
し
、
地
域
の
歴
史
を
学

べ
た
こ
と
を
喜
ん
で
い
ま
し
た
。
イ
ベ
ン
ト
を
通
し
て
、
歴
史
を
後

世
に
伝
え
残
し
て
い
く
た
め
に
、
住
民
相
互
の
交
流
を
深
め
る
こ
と

が
で
き
、
ま
た
、
自
然
保
護
な
ど
へ
の
関
心
や
理
解
に
よ
り
住
民
同

士
の
親
睦
が
で
き
た
こ
と
が
大
き
な
収
穫
で
す
」と
滝
澤
さ
ん
。
最

近
で
は
、
散
策
マ
ッ
プ
を
手
に
地
区
内
を
歩
く
歴
史
愛
好
家
や
、
市

民
の
姿
も
見
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
そ
う
で
、「
砥
石
米
山
城
に
来
た

ら
、
少
し
足
を
伸
ば
し
て
金
剛
寺
の
歴
史
遺
産
巡
り
へ
も
ぜ
ひ
お
出

か
け
く
だ
さ
い
」と
話
し
て
い
ま
し
た
。

豊
か
な
自
然
と
歴
史
遺
産
を
後
世
に

米
山
城
の
里
・
金
剛
寺

砥石米山城跡保存会

砥石米山城跡保存会の「歴史遺
産を活

い

かした魅力ある地域づく
り事業」は、平成24年度にわが
まち魅力アップ応援事業の採択
を受けました。砥石米山城跡は
平成３年に市が自然探勝園とし
て整備。また、金剛寺地区の「象
山街道・砥石城自然散策コース」
は、市のトレッキングゾーンに
なっています。自然探勝園一帯
は樹木の自然環境が保全され、
子どもたちが自然と触れ合う場
となっており、昨年８月には事
業の一環として25種類の樹木
に60枚の樹木銘板を取り付け
木の名前を覚えながら散策を楽
しめるように整備しました。

有料広告掲載のお問い合わせは、上田市広報情報課（TEL23･8241）へ。

滝た
き

澤ざ
わ

傳で
ん

一い
ち

さ
ん　

小こ

林ば
や
し

良よ
し

次つ
ぐ

さ
ん　

三み
つ

井い

嘉よ
し

弘ひ
ろ

さ
ん

＜広告欄＞



四ツ葉ス
ケッチ

　２月23日、丸子ふれあいステーションで、
丸子ボランティア連絡協議会主催のワールド
ランチ交流会が開催されました。
　この事業は、外国籍の方と一緒に母国料理
を作り、味わいながら交流を深め、国籍に関
係なく皆が幸せに暮らせるまちづくりを目指
して毎年開催しており、今年は中国・タイ・
ブラジル・日本の４か国約70人が参加しま
した。
　当日は、朝早くから外国籍の方が中心と
なって、料理づくりにとりかかり、それぞれ
の国の色とりどりの料理７品がテーブルに並
びました。
　交流会では、料理の作り方や母国の話題な
ど、おいしい料理を食べながらの会話が弾み、
最後は会場にいる全員が手をつないで大きな
ひとつの輪となり「さくら」と「幸せなら手を
たたこう」を一緒に歌いました。
　交流会に参加した西

にし

島
じま

繁
しげ

美
み

さん（上長瀬）
は、「色々な国のおいしい料理を食べながら
楽しい交流ができました。普段は外国籍の
方々と話をする機会は少ないですが、今日は
様々な国の話が聞けて良かったです」と話し
ていました。

笑
顔
の
交
流
で
共
生
の
輪
が
広
が
り
ま
す

多
文
化
共
生
事
業「
ワ
ー
ル
ド
ラ
ン
チ
交
流
会
」

　

２
月
25
日
、
上
田
駅

前
ビ
ル
・
パ
レ
オ
で
生

涯
学
習
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム

が
開
催
さ
れ
、
テ
レ
ビ

な
ど
に
も
出
演
す
る
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
デ
ザ
イ

ナ
ー
・
山
崎
亮り
ょ
う

氏（
上

写
真
）を
講
師
に「
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
デ
ザ
イ
ン

〜
人
が
つ
な
が
る
し
く

み
を
つ
く
る
〜
」と
題
し
た
講
演
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

同
氏
は
、
全
国
各
地
の
ま
ち
づ
く
り
ワ
ー
ク

シ
ョ
ッ
プ
や
市
民
参
加
型
の
公
園
運
営
な
ど
、
地
域

や
公
共
施
設
の
活
性
化
を
支
援
す
る
㈱studio-L

の

代
表
で
、
ど
の
よ
う
に
人
を
集
め
活
性
化
の
ア
イ
デ

ア
を
出
し
て
い
く
か
な
ど
、
事
例
を
紹
介
し
な
が
ら

講
演
し
ま
し
た
。
同
氏
は
、
商
店
街
や
公
共
施
設
な

ど
の
活
性
化
の
た
め
に
、「
住
民
が
や
り
た
い
こ
と
、

で
き
る
こ
と
、
社
会
が
求
め
て
い
る
こ
と
の
バ
ラ
ン

ス
を
ど
う
狙
っ
て
い
く
か
が
大
切
」と
話
し
、
ユ
ー

モ
ア
を
交
え
た
講
演
に
約
１
５
０
人
の
参
加
者
が
熱

心
に
聞
き
入
り
ま
し
た
。

　

ま
た
、
講
演
会
後
に
は
参
加
者
が
、
講
演
の
感
想

や
ま
ち
づ
く
り
に
つ
い
て
、
メ
モ
に
書
い
て
出
し
合

い
、
情
報
交
換
会
が

行
わ
れ
ま
し
た
。
参

加
し
た
井
上
拓た
く

磨ま

さ
ん（
川
辺
町
）は
、

「
施
設
を
作
る
だ
け

で
は
な
く
、
市
民
が

楽
し
み
な
が
ら
、
つ

な
が
っ
て
運
営
活
動

を
し
て
い
く
こ
と
が

重
要
だ
と
感
じ
ま
し

た
」と
話
し
て
い
ま

し
た
。

まちづくりへのアイデアを講演
生涯学習シンポジウム
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このコーナーでは、４
地域の話題や

出来事など
を紹介して

います。

　被災地のことを今も忘れていない。頑張って
ほしい－。そんな思いをこめて手作り芳香剤を
贈ろうと、武石地域の女性団体・武石コミュニ
ケーション21による芳香剤づくりが、３月３
日に武石公民館で開催されました。芳香剤は、
保冷剤に香りの素を入れて絵の具で色付けした
ものをビンに詰め、シールとリボンでラッピン
グ。参加者20名は、「みんなでの共同作業は楽
しいね」と話しながら、約40個の芳香剤を完成
させました。これらは後日、宮城県石

いしのまき

巻市の仮
設住宅へ贈られました。
　その後、防災意識を高めようと県政出前講
座「避難所運営ゲームH

ハ グ

UG」が開催されました。
これは、５・６人に分かれたグループごとに、
さまざまな避難者の状況や課題が書かれたカー
ドを避難所図面に並べたり、解決したりするこ
とで、避難所でのできごとを体験できるゲーム
です。参加者からは「リーダーになる人の意識
づけが大事だと思った」などの意見が出されて
いました。

　

２
月
２
日
か
ら
６
日
に
富
山

県
で
開
催
さ
れ
た
第
50
回
全
国

中
学
校
ス
キ
ー
大
会
で
素
晴
ら

し
い
成
績
を
収
め
た
、
菅
平
中

学
校
３
年
生
の
傳で
ん

田だ

英ひ
で

郁ふ
み

さ
ん

と
酒
井
悠ゆ
う

司じ

さ
ん
が
２
月
26
日

に
市
長
を
訪
問
し
大
会
の
報
告

を
し
ま
し
た
。

　

中
学
校
生
活
の
３
年
間
毎

年
、
全
国
大
会
に
出
場
し
た
傳

田
さ
ん
は
ノ
ル
デ
ィ
ッ
ク
コ
ン

バ
イ
ン
ド（
複
合
競
技
）で
優
勝

に
輝
き
、
今
回
、
市
長
表
彰
を

授
与
さ
れ
ま
し
た
。
傳
田
さ
ん

は
複
合
競
技
の
前
日
に
は
ス
ペ

シ
ャ
ル
ジ
ャ
ン
プ
に
も
出
場
し

５
位
に
入
賞
。
酒
井
さ
ん
も
２
年
連
続
で
全
国
大
会
に
出
場
し
、
ク

ロ
ス
カ
ン
ト
リ
ー
男
子
５
㎞
ク
ラ
シ
カ
ル
で
９
位
入
賞
を
果
た
し
ま
し

た
。
傳
田
さ
ん
は「
自
分
の
力
だ
け
で
な
く
先
生
方
や
コ
ー
チ
の
協
力
、

現
地
に
駆
け
つ
け
て
く
れ
た

地
域
の
皆
さ
ん
の
応
援
で
優

勝
で
き
た
」と
大
会
を
振
り

返
り
、
酒
井
さ
ん
は「
目
標

と
し
た
入
賞
を
果
た
せ
て
う

れ
し
い
。
高
校
で
も
ス
キ
ー

を
続
け
、
さ
ら
に
良
い
成

績
を
残
せ
る
よ
う
頑
張
り

た
い
」と
話
し
ま
し
た
。
将

来
の
目
標
は
共
に「
全
日
本

チ
ー
ム
に
入
れ
る
よ
う
に
頑

張
り
、
世
界
の
舞
台
で
活
躍

し
た
い
」「
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
で

の
メ
ダ
ル
獲
得
を
目
指
し
た

い
」と
話
し
て
い
ま
し
た
。

菅平中学校３年生が全国大会で大活躍

世界の舞台での活躍を目指す

芳
香
剤
づ
く
り
と
防
災
講
座

震
災
か
ら
２
年
、災
害
の
記
憶
を
風
化
さ
せ
な
い
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人の動き（平成25年３月１日現在）

　

信
州
国
際
音
楽
村
で
は
、
毎
年
５
月
に
小
劇
場
で

質
の
高
い
オ
ペ
ラ
を
楽
し
む
企
画
と
し
て
、「
信
州

国
際
音
楽
村
５
月
オ
ペ
ラ
」を
企
画
し
て
お
り
、
第

一
線
で
活
躍
し
て
い
る
プ
ロ
の
演
奏
家
た
ち
と
市
民

が
一
緒
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

　

今
回
は
、
市
民
を
中
心
と
し
た
地
元
の
音
楽
愛
好

家
た
ち
25
人
が
オ
ペ
ラ「
愛
の
妙み
ょ
う

薬や
く

」の
舞
台
を
つ
く

ろ
う
と
１
月
か
ら
練
習
を
本
格
的
に
開
始
し
、
週
一

回
、
オ
ペ
ラ
歌
手
・
岡
本
泰や
す

寛ひ
ろ

さ
ん
の
指
導
を
受
け

な
が
ら
稽
古
に
励
ん
で
い
ま
す
。
通
常
こ
の
よ
う
な

企
画
で
は
、
地
元
の
音
楽
愛
好
家
は
プ
ロ
の
演
奏
へ

の
協
力
演
奏
的
な
出
演
が
多
い
の
で
す
が
、
今
回
は

地
元
の
愛
好
家
が
メ
イ
ン
ス
テ
ー
ジ
を
務
め
、
プ
ロ

の
演
奏
家
が
脇
を
固
め
る
ス
テ
ー
ジ
構
成
に
な
っ
て

お
り
、
大
変
珍
し
い
企
画
・
演
出
に
な
っ
て
い
ま
す
。

地
域
の
音
楽
愛
好
家
の
演
奏
レ
ベ
ル
は
非
常
に
高

く
、
イ
タ
リ
ア
語
で
の
上
演
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
全

員
が
す
で
に
そ
れ
を
習
得
し
、
プ
ロ
の
演
奏
家
も
驚

く
ス
ピ
ー
ド
で
稽
古
が
進
み
、
当
日
の
仕
上
が
り
に

期
待
が
高
ま
っ
て
い
ま
す
。

　

５
月
12
日
㈰
の
上
演
へ
向
け
て
、
地
元
出
演
者
が

熱
の
こ
も
っ
た
稽
古
を
続
け
て
い
ま
す
の
で
、
当
日

の
舞
台
を
ご
期
待
く
だ
さ
い
。

地
元
音
楽
愛
好
家
と
プ
ロ
の
演
奏
家
が

本
格
オ
ペ
ラ
に
取
り
組
む

記
事
投
稿
／
信
州
国
際
音
楽
村
５
月
オ
ペ
ラ
実
行
委
員
会
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